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塩尻保育園
「塩尻　元気太鼓 !　そーれ !」

　今年度年長園児が「塩尻元気太鼓」を結成しました。当園は「桜
づつみホタル会」のホタル保護活動に参加していますが、今年
初めてホタル祭りに参加させていただきました。塩尻地域の皆
さんの前で、ソーラン節のリズムにあわせて元気よく太鼓の音
を響かせ、和太鼓の発表をしました。
　地域の方々との交流は楽しく、子どもたちにとってよい思い
出になりました。夏祭りや運動会でも地域の皆さんに元気な音
を届けました。

北保育園
「地域の方とともに畑の活動」

　地域の方から畑をおかりしたり、「畑の先生」としてご指

導をいただきながら、保護者や祖父母とともにジャガイモ・

サツマイモをつくっています。収穫やクッキング保育までの

さまざまな体験の中で、人とのつながりを感じ、共感しあう

ことで食への関心も高まり、身も心も大きく育っています。

12月定例会は
11月29日㈪
開会です。

アクセスはこちらから　→　www.city.ueda.nagano.jp/ 上田市議会 検索
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9月定例会

　9 月定例会は、8 月 30 日から 9 月 �8 日
までの 30 日間の会期で開かれました。
　市長提出議案は一般会計決算認定など 31
件、議員提出議案は「新卒者雇用に関する
緊急対策の早期実施を求める意見書」など
3 件で、採決の結果、すべて可決・認定等
されました。
　一般質問には �6 人の議員が登壇しまし
た。市内各地に大きな被害をもたらした豪
雨などによる災害への対策について質した
ほか、市政の課題について活発な議論が交
わされました。

～ 26人の議員が一般質問～

補
正
予
算
は
総
額
10
億
８
０
０
０
万
円
余

豪
雨
災
害
等
被
災
者
支
援
金
を
最
終
日
に
追
加
提
案　

·

予　算
　

一
般
会
計
予
算
は
、
10
億

２
９
０
０
万
円
を
増
額
補
正

し
、
総
額
697
億
９
１
０
０
万

円
余
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
と
産
院
事
業
会
計
の
補

正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
す
べ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
補
正
内

容
は
、
交
流
・
文
化
施
設
の

整
備
及
び
運
営
に
伴
う
財
政

負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た

交
流
・
文
化
施
設
基
金
積
立

金
（
３
億
円
）。
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
開
所

準
備
経
費
を
助
成
し
、
事
業

所
の
円
滑
な
開
設
を
支
援
す

る
施
設
開
設
準
備
経
費
助
成

特
別
対
策
事
業
補
助
金
（
７

２
６
０
万
円
）。
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

補
助
金
の
申
請
件
数
の
増
加

に
伴
う
追
加
計
上
で
あ
る
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
施
設
設
置

費
補
助
金
（
３
２
０
０
万

円
）。
農
地
の
利
用
状
況
調

査
及
び
４
地
域
の
農
地
基
本

台
帳
の
統
合
と
改
正
農
地
法

に
対
応
し
た
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
農
地
制
度
実
施
円
滑

化
事
業
（
２
０
０
０
万
円
）。

鳥
獣
侵
入
防
止
柵
を
設
置
す

る
た
め
の
資
材
を
購
入
す
る

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金

効
果
促
進
事
業
（
３
１
０
０

万
円
）。
市
内
商
工
団
体
が

実
施
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
事
業
を
支
援
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
信
州

上
田
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

事
業
補
助
（
２
８
６
０
万

円
）。
市
民
生
活
に
密
着
し

た
生
活
道
路
や
水
路
等
を
整

雨
、
突
風
の
災
害
に
よ
り
住

宅
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た

被
災
者
の
早
期
生
活
再
建
と

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
の
豪
雨
災
害
等
被
災
者
支

援
金
（
３
２
５
０
万
円
）
が

追
加
提
案
さ
れ
、
同
日
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
は
、
�1
年
度
の

国
庫
負
担
金
の
精
算
に
伴
う

国
庫
負
担
金
返
還
金
等
の
計

上
、
産
院
事
業
会
計
は
、
非

常
勤
医
師
及
び
派
遣
医
師
の

報
酬
増
額
に
伴
う
給
与
費
と

負
担
金
の
計
上
で
す
。

備
す
る
市
単
独
の
道
路
河

川
等
整
備
事
業（
２
億
円
）

な
ど
で
す
。
ま
た
、
７

月
、
８
月
に
発
生
し
た
豪

雨
等
に
よ
る
災
害
復
旧
事

業
（
１
億
260
万
円
）
や
緊

急
雇
用
創
出
事
業
（
２
１

９
０
万
円
）
も
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
最
終
日
に

は
、
７
月
か
ら
８
月
の
豪

昨年発売され好評だった信州上田プレミアム商品券
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意見書 条  

例

報 告事
件

決
議

21
年
度
決
算
を
慎
重
審
査

　
　
　

次
年
度
に
生
か
す
決
算
認
定
が
行
わ
れ
る

　

９
月
定
例
会
は
、
決
算
の

審
査
が
行
わ
れ
る
た
め
決
算

議
会
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
�1
年
度
一
般
会
計
は
、

歳
入
決
算
額
712
億
１
０
４
７

万
円
余
、
歳
出
決
算
額
683
億

８
２
１
４
万
円
余
で
、
繰
越

財
源
２
億
２
３
９
５
万
円
余

を
除
い
た
実
質
収
支
は
�6
億

437
万
円
余
の
黒
字
決
算
と
な

り
、
新
市
発
足
後
、
最
高
額

で
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
産
業
水
道
委
員
会
で

は
、
市
内
中
小
企
業
の
事
業

所
訪
問
の
充
実
と
滞
在
型
観

光
の
定
着
化
の
推
進
を
要
請

す
る
附
帯
意
見
が
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
1�
の
特
別
会

計
と
５
つ
の
企
業
会
計
の
決

算
に
つ
い
て
、
す
べ
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

５
件
の
条
例
案
を
可
決

　

今
定
例
会
で
は
、
現
行
条

例
を
一
部
改
正
す
る
５
件
の

条
例
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
可
決
し
た
条
例
】

・
重
症
心
身
障
害
児
施
設
条

例
の
一
部
改
正

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

・
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

・
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
改
正

・
図
書
館
条
例
の
一
部
改
正

各
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

実
施
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、

実
績
に
基
づ
い
た
審
査
が
行

わ
れ
、
次
年
度
以
降
の
予
算

編
成
及
び
事
業
展
開
へ
の
方

向
づ
け
や
提
案
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
総
務
文
教
委
員
会
で

は
、
市
民
税
等
の
滞
納
額
の

増
加
は
憂
慮
す
べ
き
こ
と
と

し
て
、
収
納
対
策
の
向
上
策

に
つ
い
て
３
点
を
要
請
す
る

附
帯
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
者
の
就
職
を
支
援
す
る
た
め
の
緊
急
対
策
を
国
に
求
め
る

「
新
卒
者
雇
用
に
関
す
る
緊
急
対
策
の
早
期
実
施
を
求
め
る
意
見

書
」
な
ど
３
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

【
そ
の
他
可
決
し
た
意
見
書
】

・
保
育
制
度
改
革
等
に
関
す
る
意
見
書 

・
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
再
延
長
及
び
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
延
長
を
求
め
る
意
見
書

被
災
地
域
の
一
日
も
早
い
復
旧
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算
の
専
決
処
分
を
承
認

3件の意見書を
国に送付

決　算

　

７
月
か
ら
８
月
に
発
生
し

た
局
地
的
豪
雨
及
び
突
風
に

よ
る
災
害
の
応
急
復
旧
経
費

及
び
災
害
復
旧
経
費
、
ま
た
、

災
害
見
舞
金
の
支
給
基
準
の

見
直
し
に
よ
る
所
要
額
な
ど

を
計
上
し
た
一
般
会
計
補
正

予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
が

あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
内
容
は
、
130

箇
所
に
上
る
土
木
施
設

の
応
急
復
旧
工
事
費
等

（
９
５
０
０
万
円
）、
64
件
の

農
地
農
業
用
施
設
の
災
害
復

旧
経
費
（
２
６
０
０
万
円
）、

豪
雨
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

世
帯
へ
の
罹
災
者
見
舞
金

（
850
万
円
）、
災
害
関
連
ご
み

の
処
理
経
費
（
740
万
円
）
な

ど
で
す
。

長野県地方税滞納整理機構の　
　　　　　　設立に対して討論

　

長
野
県
及
び
県
内
全
市
町
村
が
共
同

で
地
方
税
に
係
る
滞
納
処
分
等
の
事
務

を
行
う
組
織
で
あ
る
広
域
連
合
「
長
野

県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
」
の
設
立
に

係
る
議
案
に
対
し
て
、
本
会
議
で
次
の

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
反
対
討
論
】
機
構
設
立
は
市
民
へ
の

周
知
が
ほ
と
ん
ど
な
い
上
、
議
論
も
さ

れ
ず
拙
速
で
あ
る
。
滞
納
整
理
事
務
は
、

市
の
総
合
的
な
行
政
の
中
で
住
民
の
く

ら
し
や
営
業
の
実
態
に
即
し
て
行
う
べ

き
も
の
で
あ
り
、
慎
重
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
市
民
の
く
ら
し
や
営
業
の
実

態
を
無
視
し
た
一
方
的
な
徴
収
強
化
は

悲
惨
な
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
。

【
賛
成
討
論
】
県
と
市
町
村
が
協
力
し

合
う
効
果
的
な
徴
収
体
制
の
確
立
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
機
構
設
立
に
よ
り
、

市
の
現
行
徴
収
体
制
を
維
持
し
つ
つ
徴

収
困
難
な
大
口
案
件
の
滞
納
整
理
が

進
み
、
納
税
者
の
公
平
性
が
確
保
さ
れ
、

行
政
へ
の
信
頼
性
が
向
上
す
る
。
ま
た
、

市
職
員
の
徴
収
技
術
の
向
上
、
滞
納
整

理
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。

　

討
論
後
に
行
わ
れ
た
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、交
流
・
文
化
施
設
整
備
事

業
及
び
市
民
緑
地
・
広
場
整
備
事
業
の

た
め
の
用
地
と
し
て
、
J
T
開
発
地
の

約
３
万
５
８
０
０
㎡
を
日
本
た
ば
こ
産

業
株
式
会
社
か
ら
15
億
７
０
０
０
万
円

で
購
入
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
人 

事 

案 

件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

関
口
よ
ね
子
さ
ん
（
五　

加
）

山
浦　

由
郎
さ
ん
（
藤
之
木
）

久
保　

孝
則
さ
ん
（
横　

沢
）

芳
沢　

孝
夫
さ
ん
（
下　

原
）
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総務文教委員会

産業水道委員会

●9月13日、14日及び28日に開催し、条例案1件、
決算認定4件、予算案2件、事件決議案2件、報
告1件、請願2件、陳情1件の審査を行いました。

● 9 月 15 日及び 16 日に開催し、決算認定
4 件、予算案 1 件、報告 1 件、請願 1 件の
審査を行いました。

常任委員会 の審査概要

図
書
館
条
例
中
一
部
改

正
に
つ
い
て

一
般
会
計
決
算
認
定

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

真
田
図
書
館
の
運
営

に
当
た
り
、
市
民
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
は
ど
う
か
。

　
　

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
は

80
人
ほ
ど
登
録
を
い

た
だ
い
て
お
り
、こ
の
ほ
か

各
種
団
体
か
ら
も
協
力
を

申
し
出
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、9
月
中
に
関
係
者
と

の
総
会
を
予
定
し
て
い
る
。

問問答答
　
　

定
額
給
付
金
給
付
事

業
の
経
済
効
果
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
。

　
　

本
年
１
月
か
ら
２
月

に
か
け
て
３
０
０
０
世

帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、52
％
に
当
た
る

１
５
７
２
件
の
回
答
を
い
た

だ
い
た
。
貯
蓄
で
な
く
消

費
に
使
っ
た
方
が
68
％
と

い
う
結
果
で
あ
り
、そ
の
内
、

市
内
で
消
費
し
た
と
答
え

た
方
は
86
％
で
あ
っ
た
。こ

の
た
め
、
総
支
給
額
25
億

問問答答

円
の
内
、
消
費
に
充
て
ら

れ
た
額
は
約
17
億
円
で
、

そ
の
内
、
約
15
億
円
が
市

内
で
消
費
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
、
経
済
効
果
は
大
き

か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
「
上
田
市
豪
雨
災
害

等
被
災
者
支
援
金
制

度
」
を
設
け
、
89
世
帯
を

対
象
に
支
援
を
行
う
と
の

こ
と
だ
が
、
調
査
漏
れ
等

に
よ
り
予
算
が
不
足
す
る

心
配
は
な
い
か
。

　
　

床
上
浸
水
の
調
査
は
、

不
在
等
に
よ
る
２
戸

以
外
は
調
査
が
終
了
し
て

お
り
、ま
た
、床
下
浸
水
に

つ
い
て
は
、石
灰
散
布
の
実

施
状
況
等
か
ら
、
約
１
割

弱
が
土
砂
撤
去
を
実
施
し

た
も
の
と
見
込
ま
れ
る
た

め
、今
回
の
予
算
措
置
に
よ

り
、被
災
者
へ
の
支
援
に
対

応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問問答答

·

専
決
処
分
し
た
一
般
会
計

··　
　
　

補
正
予
算
の
承
認

一
般
会
計
決
算
認
定

公
共
下
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定

　
　

滞
在
型
観
光
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
施
策

を
行
っ
た
か
。

　
　

旅
館
組
合
の
皆
さ
ん

な
ど
と
連
携
し
て
、

主
に
大
都
市
圏
な
ど
に
ツ

ア
ー
提
案
、
誘
客
活
動
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
内

に
部
会
を
組
織
し
て
、
外

国
人
観
光
客
に
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
置
い
た
取
り
組
み
の

協
議
を
進
め
て
い
る
。

問問答答

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

　
　

監
査
委
員
の
審
査
意

見
に
、
営
業
収
益
比

率
の
低
下
傾
向
が
見
ら
れ

る
と
付
さ
れ
て
い
る
が
、

現
状
と
対
策
等
は
ど
う
か
。

　
　

料
金
収
入
が
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
5.1
％
の
状

況
で
、
今
後
も
こ
の
傾
向

は
続
く
と
思
わ
れ
る
。
料

金
改
定
で
料
金
が
引
き
下

が
っ
て
お
り
、
そ
の
影
響

も
あ
る
。
経
費
の
圧
縮
な

ど
努
力
し
た
い
。

問問答答
　
　

普
及
率
に
つ
い
て
、

今
後
の
進
捗
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
　

公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
区
域
以
外

の
い
わ
ゆ
る
合
併
浄
化
槽

区
域
の
エ
リ
ア
が
あ
り
、

97.8
％
を
目
標
に
整
備
し
て

い
る
。

問問答答

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

鳥
獣
侵
入
防
止
柵
購

入
が
新
規
事
業
で
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ

こ
の
時
期
の
補
正
な
の
か
。

　
　

鳥
獣
害
防
止
整
備
事

業
の
予
算
が
削
減
さ

れ
た
が
、
そ
の
対
応
と
し

て
、
県
営
中
山
間
総
合
整

備
事
業
実
施
地
区
に
つ
い

て
新
し
い
事
業
が
組
ま
れ
、

今
回
3
地
区
が
対
象
と

な
っ
た
。

問問答答
鳥
獣
の
侵
入
を
防
止
し
ま
す

回
の
災
害
に
対
す
る
適
切

な
対
応
を
評
価
す
る
が
、一

方
で
課
題
も
見
つ
か
っ
た
と

し
て
危
機
管
理
能
力
を
一

層
高
め
る
よ
う
次
の
２
点
に

つ
い
て
要
請
す
る
附
帯
意

見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

１　

行
政
の
初
動
態
勢
の

さ
ら
な
る
確
立
と
危
機

管
理
室
の
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
。

２　

自
主
防
災
組
織
の
災

害
時
対
応
マ
ニュ
ア
ル
を

早
急
に
整
備
し
、周
知
徹

底
し
、復
旧
を
図
る
こ
と
。

　

本
議
案
に
対
し
て
は
、今
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厚 生 委 員 会

環境建設委員会

● 9 月15 日、16 日及び 28 日に開催し、条例
案 3 件、決算認定 8 件、予算案 4 件、報告 1件、
請願 1件、陳情 1件の審査を行いました。

● 9 月 13 日及び 14 日に開催し、条例案 1 件、
決算認定 5 件、予算案 1 件、報告 1 件、請
願 1 件、陳情 1 件の審査を行いました。

常任委員会 の審査概要

残渣	 焼却後に残った不溶物や再資源化できないもの。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

条
例
中
一
部
改
正

ら
の
整
備
要
望
額
の
合
計

は
４
０
０
０
万
円
ほ
ど
に

な
る
と
の
こ
と
だ
が
、「
子

育
て
す
る
な
ら
上
田
市

で
」
を
実
現
す
る
た
め
に

も
、
要
望
に
は
す
べ
て
対

応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

現
地
調
査
を
行
っ
た

上
で
緊
急
度
の
高
い

も
の
は
、
そ
の
年
度
内
に

必
ず
整
備
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
さ
ら
な
る
整
備

要
望
に
つ
い
て
も
、
緊
急

度
を
見
な
が
ら
予
算
要
求

を
行
っ
て
い
く
。

答答

産
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　

「
わ
っ
こ
倉
升
」
を

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
就
労
継
続
支

援
B
型
事
業
所
に
移
行
す

る
が
、
違
い
は
何
か
。

　
　

最
大
の
変
更
点
は
、

運
営
に
対
す
る
財
源

内
訳
で
あ
る
。
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費

は
、
ほ
と
ん
ど
が
市
の
一

般
財
源
な
の
に
対
し
、
県

指
定
の
障
害
者
自
立
支
援

法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
就

労
継
続
支
援
B
型
事
業
に

移
行
し
た
場
合
は
、
国
が

２
分
の
１
、
県
が
４
分
の

１
、
市
が
４
分
の
１
を
負

担
す
る
こ
と
に
な
る
。

問問答答一
般
会
計
決
算
認
定

　
　

保
育
所
の
施
設
整
備

に
関
し
、
毎
年
さ
ま

ざ
ま
な
工
事
が
行
わ
れ
て

お
り
、
22
年
度
の
各
園
か

問問

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

豪
雨
災
害
等
被
災
者

支
援
金
制
度
を
常
設

の
制
度
と
は
し
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
今
後
、
同
様

な
災
害
が
発
生
し
た
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

今
回
の
事
例
を
先
例

と
し
て
、
災
害
規
模

や
被
害
状
況
な
ど
を
総
合

的
に
勘
案
し
、
制
度
の
検

討
を
し
て
い
く
。

問問答答

　
　

医
師
に
係
る
報
酬
と

負
担
金
の
増
額
は
、

長
野
病
院
と
新
た
に
契
約

を
交
わ
し
、
引
き
続
き
日

直
及
び
当
直
勤
務
を
週
２

回
ず
つ
し
て
も
ら
う
た
め

の
予
算
計
上
か
。

　
　

10
月
以
降
の
体
制
に

つ
い
て
長
野
病
院
と
の

協
議
の
結
果
、こ
れ
ま
で
と

同
様
に
勤
務
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

予
算
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

問問答答

一
般
会
計
決
算
認
定

載
し
、
毎
年
度
５
基
ず
つ
、

住
宅
密
集
地
域
な
ど
整
備

の
不
足
し
て
い
る
地
域
を

重
点
的
に
整
備
す
る
計
画

で
あ
る
。

　
　

最
終
処
分
場
の
残ざ
ん

渣さ

が
昨
年
度
よ
り
増
加

し
て
い
る
が
、
今
後
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

　
　

本
年
４
月
現
在
の
残

余
容
量
は
、
全
容
量

９
万
３
９
３
０
㎥
に
対
し
、

１
万
６
６
８
０
㎥
で
あ
る
。

今
後
の
見
通
し
と
し
て
は
、

４
年
な
い
し
５
年
で
容
量

を
満
た
し
て
し
ま
う
と
考

え
て
い
る
。

問問答答

　
　

市
内
に
は
他
に
も
雨

が
強
く
降
る
と
あ
ふ

れ
そ
う
に
な
る
河
川
や
地

元
消
防
団
が
出
動
し
て
警

戒
に
当
た
る
箇
所
が
あ
り
、

特
に
中
心
市
街
地
で
は
地

形
や
土
地
利
用
の
制
約
上

有
効
な
対
策
を
取
れ
な
い

状
況
が
あ
る
。
対
策
と
し

て
は
、
１
時
間
雨
量
の
的

確
な
想
定
、
側
溝
兼
用
水

の
水
門
調
節
の
改
善
や
作

業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

調
整
池
の
整
備
な
ど
排
水

に
関
す
る
対
策
に
つ
い
て

総
合
的
な
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

答答

　
　

耐
震
性
防
火
貯
水
槽

の
整
備
状
況
と
今
後

の
整
備
計
画
は
ど
う
か
。

　
　

消
火
栓
が
大
地
震
等

で
破
壊
さ
れ
て
使
用

で
き
な
く
な
る
こ
と
な
ど

も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
耐

震
性
の
あ
る
貯
水
槽
の
設

置
を
進
め
て
お
り
、
上
田

地
域
71
基
、
丸
子
地
域
４

基
、
真
田
地
域
５
基
、
武

石
地
域
３
基
を
整
備
し
た
。

今
後
も
、
実
施
計
画
に
登

問問答答

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

７
月
、
８
月
の
豪
雨

災
害
の
被
災
場
所
以

外
に
も
、
市
内
に
は
災
害

が
発
生
す
る
可
能
性
の
あ

る
危
険
箇
所
は
あ
る
の
か
。

あ
る
場
合
、
事
前
に
対
応

を
し
て
お
く
べ
き
だ
が
ど

う
か
。

問問

埋
設
前
の
耐
震
性
防
火
貯
水
槽
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一
般
質
問

久
保
田
由
夫　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

阿
部
新
知
事
へ
の
期
待
は

が
必
要
で
あ
る
。

　
　

上
田
小
県
選
挙
区
選
出

の
県
議
会
議
員
と
の
関

係
も
重
視
す
べ
き
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
は
。

　
　

（
市
長
）
県
民
と
県
政

と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

県
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果

た
す
と
と
も
に
、
地
元
上
田

市
の
問
題
解
決
に
向
け
て
も

幅
広
い
分
野
に
お
い
て
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
県
政
、
市

政
の
発
展
に
向
け
て
お
互
い

協
力
を
し
て
い
き
た
い
。

問問答答
30
人
学
級
の
促
進
を

　
　

県
政
と
市
町
村
と
の
関

係
、
上
田
市
の
重
要
課

題
と
県
政
と
の
か
か
わ
り
、

知
事
の
政
治
手
腕
な
ど
に
つ

い
て
、
阿
部
新
知
事
に
期
待

す
る
も
の
は
何
か
。

　
　

（
市
長
）
上
田
市
の
重

要
課
題
で
あ
る
経
済
・

雇
用
・
生
活
対
策
、
上
小
地

域
医
療
再
生
計
画
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
着
実
な

推
進
を
期
待
し
て
い
る
。
県

と
市
町
村
と
が
対
等
な
立
場

で
議
論
が
深
め
ら
れ
る
こ
と

や
県
と
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
と
役
割
の
中
で
よ
り
良

き
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
構

築
さ
れ
る
よ
う
双
方
の
努
力

問問答答

　
　

少
人
数
学
級
が
果
た
し

て
き
た
教
育
的
効
果
や

生
活
指
導
面
の
効
果
は
。

　
　

（
教
育
長
）
少
人
数
学

級
は
、
児
童
生
徒
一
人

一
人
に
目
が
行
き
届
き
、
き

め
細
か
な
学
習
指
導
に
よ
り
、

学
力
の
向
上
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
。
生
活
指
導
面
で
は
、

不
登
校
や
問
題
行
動
等
へ
の

早
期
対
応
に
よ
り
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
の
確
立
や
望
ま

し
い
学
級
集
団
づ
く
り
が
期

待
さ
れ
る
。

問問答答

　
　

少
人
数
学
級
に
関
し
て

諸
外
国
の
中
で
の
日
本

の
位
置
づ
け
は
ど
う
か
。

　
　
（
教
育
長
）
日
本
の
平

均
学
級
規
模
は
、
小
学

校
で
28.0
人
、
中
学
校
で
33.0
人

で
あ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
平
均

を
上
回
り
、
最
も
人
数
の
多

い
国
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　

少
人
数
学
級
へ
の
期
待

は
。

　
　
（
教
育
長
）
現
在
40
人

学
級
で
あ
る
中
学
校
に

35
人
学
級
編
制
が
実
現
す
れ

ば
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の
対

応
や
基
礎
学
力
の
向
上
が
図

ら
れ
る
と
考
え
、
大
き
な
期

待
を
し
て
い
る
。

問問答答問問答答

佐
藤　

公
至　
議
員

（
新
生
会
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
日

本
一
の
兵·

真
田
幸
村
公
」

の
放
映
と
そ
れ
に
伴
う
観

光
振
興
に
つ
い
て

　
　

信
綱
寺
の
あ
る
横
尾
自

治
会
と
長
谷
寺
の
あ
る

真
田
自
治
会
で
は
、
わ
が
ま

ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
を

活
用
し
て
真
田
氏
の
歴
史
探

索
を
し
や
す
い
整
備
を
進
め

て
お
り
、
大
河
ド
ラ
マ
の
放

映
実
現
を
期
待
し
て
い
る
。

市
は
、
放
映
実
現
を
願
う
会

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

　
　
（
政
策
企
画
局
長
）
大

河
ド
ラ
マ
放
映
実
現
は
、

上
田
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に

よ
る
観
光
振
興
や
経
済
へ
の

波
及
効
果
な
ど
活
性
化
に
大

問問答答

き
く
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

署
名
活
動
の
最
終
目
標
で
あ

る
66
万
６
６
６
６
人
達
成
に

向
け
て
、
願
う
会
の
皆
さ
ん

と
強
力
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

真
田
氏
歴
史
館
の
開
館

時
間
を
延
長
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

　
　
（
真
田
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
長
）
同
館
の
閉
館

時
間
は
現
在
午
後
４
時
で
あ

る
が
、職
員
の
勤
務
時
間
は
５

時
15
分
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
延
長
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
た
場
合
は
、
内
容
を
精
査

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　
　

ゆ
き
む
ら
夢
工
房
の
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を

問問答答問問

大
変
好
評
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

増
設
に
つ
い
て
は
観
光
客
の

動
向
や
貸
出
状
況
を
し
ば
ら

く
の
間
検
証
す
る
中
で
検
討

し
て
い
く
。

　
　

御
屋
敷
公
園
に
は
大
型

バ
ス
の
駐
車
場
が
な
い

が
、
観
光
客
の
増
加
に
は
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
真
田
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
長
）
御
屋
敷
公
園

の
駐
車
場
は
現
在
４
カ
所
あ

る
。
普
通
車
80
台
の
収
容
が

可
能
で
あ
る
が
、
観
光
客
増

加
に
伴
う
駐
車
場
確
保
に
つ

い
て
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

佐
藤
議
員
に
紹
介
い
た
だ
く

土
地
に
つ
い
て
は
駐
車
場
と

し
て
利
用
が
可
能
か
ど
う
か

研
究
し
て
い
く
。

問問答答

真田幸隆、昌幸が眠る長谷寺

一
般
質
問

増
設
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
（
真
田
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
長
）
真
田
氏

三
代
の
郷
を
訪
れ
る
観
光

客
か
ら
、
路
線
バ
ス
で
訪

れ
て
も
交
通
手
段
が
な
い

と
の
要
望
を
受
け
、
ゆ
っ

く
り
散
策
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
を
購
入
し
、
本
年
５

月
か
ら
貸
し
出
し
て
い
る
。

答答



（�）

堀　

善
三
郎　
議
員

（
公
明
党
）

一
般
質
問

豪
雨
災
害
の
対
応
と
対
策

に
つ
い
て

　
　

災
害
時
に
地
域
と
行
政

と
の
窓
口
と
し
て
対
応

で
き
る
職
員
を
自
治
会
ご
と

に
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
総
務
部
長
）
現
地
の

災
害
状
況
を
正
確
に
把

握
し
、
地
域
の
皆
様
と
連
携

し
な
が
ら
迅
速
な
応
急
対
応

を
行
う
た
め
に
も
、
被
害
が

集
中
し
た
地
区
に
対
し
て
は

現
地
へ
職
員
の
配
置
を
行
う

体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問問答答高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

　
　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対
応
す

る
水
路
改
修
が
必
要
で

あ
る
。
矢
出
沢
川
な
ど
県
管

理
の
中
小
河
川
の
治
水
対
策

は
。

　
　
（
都
市
建
設
部
長
）
昨

今
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対

応
し
た
河
川
等
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
生
活
道
路
内

の
側
溝
の
改
修
に
つ
い
て
も
、

今
回
の
災
害
を
契
機
と
し
、

治
水
と
利
水
の
両
面
か
ら
関

係
す
る
自
治
会
や
水
利
組
合

等
と
改
修
及
び
管
理
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問問答答

　
　

介
護
施
設
の
待
機
者
の

実
数
把
握
と
待
機
者
解

消
に
向
け
、
実
効
性
の
あ
る

実
施
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）
実

数
に
つ
い
て
は
、
被
保

険
者
台
帳
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
実
績
な
ど
を
精
査
し
、

把
握
し
て
い
る
。
実
効
性
の

あ
る
計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、

在
宅
生
活
が
困
難
な
要
介
護

高
齢
者
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
21
年
度
か
ら
開
始
し
た

第
４
期
上
田
市
高
齢
者
福
祉

問問答答

総
合
計
画
に
よ
り
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
目
標
量
を

定
め
、
現
在
計
画
的
に
整
備

を
進
め
て
い
る
。
今
議
会
に

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
対
す
る
施
設
開
設
準
備

経
費
助
成
特
別
対
策
事
業
補

助
金
の
予
算
案
を
提
案
し
て

お
り
、
今
後
、
補
助
金
を
活

用
し
開
設
事
業
所
を
公
募
し

て
い
く
。

土
屋　

孝
雄　
議
員

（
清
流
ク
ラ
ブ
）

一
般
質
問

緑
の
分
権
改
革
推
進
事
業

の
財
源

　
　
（
上
下
水
道
局
長
）
上

田
地
区
染
屋
浄
水
場
内

へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
や
神
川
か
ら
取
水
す
る
導

水
管
路
を
利
用
し
た
水
力
発

電
等
に
つ
い
て
実
証
調
査
を

進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　

太
陽
光
発
電
と
少
水
力

発
電
を
あ
わ
せ
使
用
す

る
と
、浄
水
場
全
体
の
使
用
電

力
の
何
％
が
補
え
る
予
定
か
。

　
　
（
上
下
水
道
局
長
）
太

陽
光
発
電
年
間
21
万
kWh
、

水
力
発
電
年
間
70
万
kWh
、
計

91
万
kWh
と
な
り
、
数
字
的
に

は
年
間
電
力
使
用
量
を
上
回

る
こ
と
に
な
る
。

　
　

昨
年
度
、一
般
家
庭
に
お

け
る
太
陽
光
発
電
が
大

幅
に
普
及
し
た
よ
う
だ
が
、今

年
度
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
補

助
金
の
申
請
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
（
市
民
生
活
部
長
）
現

在
、
昨
年
の
同
時
期
を

上
回
る
206
件
の
申
込
が
あ
り
、

今
後
の
申
請
を
見
込
ん
で
３

２
０
０
万
円
増
額
す
る
補
正

予
算
を
今
９
月
議
会
に
提
出

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

導
水
管
路
を
利
用
し
て

発
電
を
す
る
場
合
、
ど

答答問問答答問問答答問問

の
よ
う
な
法
的
手
続
き
が
必

要
か
。

　
　
（
上
下
水
道
局
長
）染
屋

浄
水
場
水
力
発
電
施
設

設
置
の
場
合
、
河
川
法
第
23

条
の
水
利
権
取
得
手
続
き
に

基
づ
き
、水
道
事
業
・
国
土
交

通
省
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
。

　
　

堀
越
用
水
路
の
災
害
復

旧
工
事
に
当
た
り
、
予

想
を
超
え
た
大
雨
に
対
応
し

て
、
拡
幅
も
視
野
に
入
れ
た

取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
水
中
生
物
や
魚
が
生

存
で
き
る
よ
う
な
配
慮
を
し

た
工
事
は
で
き
な
い
か
。

　
　
（
農
林
部
長
）
伊
勢
山

地
区
の
国
道
144
号
バ
イ

パ
ス
整
備
計
画
と
あ
わ
せ
、

堀
越
用
水
路
の
拡
幅
及
び
親

水
的
な
水
路
に
つ
い
て
、
地

元
関
係
者
を
交
え
て
検
討
し

て
い
く
。

答答問問答答

　
　

先
の
６
月
議
会
に
お
い

て
、
本
事
業
に
係
る
１

９
５
０
万
円
の
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
た
が
、
事
業
内
容

と
財
源
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

　
　
（
上
下
水
道
局
長
）
地

域
の
低
炭
素
化
を
図
る

た
め
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
把
握
と
活
用
に

係
る
実
証
調
査
を
行
う
内
容

で
、
総
務
省
委
託
事
業
と
し

て
、
国
の
平
成
21
年
度
補
正

予
算
に
盛
り
込
ま
れ
、
財
源

は
国
庫
補
助
金
で
あ
る
。

　
　

実
証
調
査
と
は
ど
の
よ

う
な
内
容
か
。

問問答答問問

染屋浄水場の取水口
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内水氾濫　側溝や排水路だけでは降った雨を流しきれなくなったり、本川の水が小河川に逆流することにより、建物や土地・道路が水につかっ
てしまうこと。

半
田　

大
介　
議
員

（
公
明
党
）

一
般
質
問

高
齢
者
の
所
在
確
認

年
度
100
歳
以
上
に
な
る
高
齢

者
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
介

護
保
険
の
利
用
状
況
で
の
確

認
と
民
生
児
童
委
員
の
訪
問

な
ど
に
よ
り
114
人
全
員
の
所

在
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
100

歳
未
満
の
高
齢
者
の
所
在
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
敬
老
祝

い
金
の
対
象
と
な
る
88
歳
785

人
、
99
歳
62
人
に
対
し
、
敬

老
祝
い
金
支
給
時
に
、
本
人

に
手
渡
す
こ
と
に
よ
り
確
認

を
行
う
。
た
だ
し
、
支
給
時

に
入
院
や
施
設
入
所
等
で
全

員
に
会
え
な
い
場
合
は
、
介

護
保
険
の
利
用
状
況
等
に
よ

り
所
在
確
認
を
行
う
。

　
　
（
総
務
部
長
）
一
部
、

個
人
情
報
保
護
を
理
由

に
必
要
な
情
報
が
提
供
さ
れ

な
い
事
態
も
起
き
て
い
る
。

必
要
な
情
報
が
収
集
で
き
な

い
こ
と
は
地
域
の
福
祉
、
防

犯
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。

個
人
情
報
を
収
集
す
る
際
、

安
心
し
て
個
人
情
報
を
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
利
用

目
的
を
十
分
に
説
明
し
、
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
。
過
剰
反
応
で
個

人
情
報
の
有
用
性
を
損
な
う

こ
と
が
な
い
よ
う
適
正
な
個

人
情
報
保
護
制
度
の
普
及
啓

発
に
努
め
た
い
。

答答

　
　

100
歳
以
上
の
高
齢
者
の

所
在
確
認
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ど
う
か
。

　
　
（
市
民
生
活
部
長
）
上

田
市
に
住
民
票
が
な
く

戸
籍
の
み
存
在
す
る
高
齢
者

の
数
は
100
歳
以
上
で
418
人
、

こ
の
内
120
歳
以
上
は
167
人
で

あ
る
。
多
く
は
戦
時
中
の
混

乱
等
で
死
亡
届
・
失
踪
宣
告

の
手
続
き
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

今
後
は
法
務
局
と
協
議
し
、

120
歳
以
上
を
対
象
に
高
齢
者

消
除
制
度
を
適
用
し
て
戸
籍

の
整
理
を
始
め
る
。

　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）
住

民
基
本
台
帳
記
載
の
今

問問答答答答

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

　
　

個
人
情
報
を
本
人
か
ら

収
集
す
る
際
に
過
剰
反

応
が
起
き
る
こ
と
が
あ
る
が
、

本
年
10
月
か
ら
国
勢
調
査
が

始
ま
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
民

生
児
童
委
員
、
自
治
会
や
民

間
業
者
を
通
じ
て
上
田
市
が

収
集
す
る
個
人
情
報
に
つ
い

て
市
民
へ
の
啓
発
活
動
は
ど

う
か
。

問問

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
高
齢
者
へ
の
民
生
児
童
委

員
と
上
田
市
と
の
連
携

・
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て

西
沢　

逸
郎　
議
員

（
新
生
会
）

一
般
質
問

豪
雨
災
害
対
応

実
施
し
て
い
く
考
え
は
。

　
　
（
都
市
建
設
部
長
）
こ

の
災
害
を
契
機
に
、
当

初
の
地
域
関
連
事
業
予
算
の

未
実
施
箇
所
も
含
め
、
各
自

治
会
関
係
者
と
優
先
順
位
の

見
直
し
に
つ
い
て
再
度
協
議

を
行
い
、
災
害
防
止
対
策
に

取
り
組
む
。

　
　

丸
子
中
心
市
街
地
の
内

水
氾
濫
対
策
は
。

　
　
（
都
市
建
設
部
長
）
下

堰
の
余
水
排
水
路
の
改

修
を
中
心
と
し
て
、
丸
子
中

心
市
街
地
周
辺
排
水
対
策
事

業
の
計
画
の
中
で
検
討
し
対

応
し
て
い
く
。

　
　

内
水
氾
濫
へ
の
防
災
上
、

管
理
が
重
要
と
な
る
農

業
用
水
の
水
門
の
自
動
化
や

電
動
化
に
対
す
る
市
の
考
え

は
。

　
　
（
農
林
部
長
）
常
磐
城

地
区
の
堀
越
堰
水
門
も

含
め
、
市
街
地
を
流
れ
る
用

排
水
路
の
水
門
に
つ
い
て
調

査
・
点
検
を
行
い
、
急
激
に

流
入
す
る
雨
水
排
水
処
理
に

対
応
す
る
た
め
の
水
門
施
設

の
改
修
に
つ
い
て
、
土
地
改

良
区
や
水
利
組
合
、
ま
た
、

答答問問答答問問答答

関
係
自
治
会
等
と
協
議
し
な

が
ら
、
電
動
化
を
含
め
検
討

す
る
。

　
　

市
の
防
災
対
策
関
連
予

算
を
さ
ら
に
上
積
み
計

上
し
て
速
や
か
な
対
応
に
努

め
、
被
災
住
民
の
皆
さ
ん
を

安
心
さ
せ
、
内
水
氾
濫
対
策

の
強
化
と
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
市

長
の
決
意
は
ど
う
か
。

　
　
（
市
長
）
市
街
地
の
内

水
氾
濫
対
策
の
関
連
予

算
は
、
適
切
な
時
期
に
補
正

予
算
で
の
対
応
を
検
討
し
、

今
後
も
災
害
に
強
い
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問問答答

　
　

矢
出
沢
川
の
抜
本
的
な

治
水
対
策
を
考
え
て
、

県
に
要
望
し
て
い
く
考
え
は
。

　
　
（
都
市
建
設
部
長
）
地

域
住
民
の
切
実
な
思
い

を
県
に
伝
え
、
こ
の
対
策
事

業
の
採
択
に
向
け
て
し
っ
か

り
取
り
組
む
よ
う
県
に
要
望

す
る
。

　
　

水
害
の
防
災
対
策
と
し

て
、
今
ま
で
未
着
手
の

自
治
会
要
望
箇
所
や
緊
急
を

要
す
る
生
活
排
水
路
で
も
あ

る
農
業
用
水
路
を
中
心
と
す

る
水
害
対
策
の
土
木
事
業
を
、

地
域
経
済
対
策
と
し
て
も
真

に
必
要
な
公
共
事
業
と
し
て

予
算
を
確
保
し
、
速
や
か
に

問問答答問問

氾
濫
し
た
矢
出
沢
川
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古
市　

順
子　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

災　

害　

対　

策

支
援
策
は
ど
う
か
。

　
　
（
農
林
部
長
）
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ

Ａ
と
連
携
を
図
り
、
土
壌
改

良
の
必
要
性
の
有
無
を
調
査

し
、
状
況
に
応
じ
て
土
壌
改

良
剤
の
投
与
に
対
す
る
助
成

を
行
う
。
ま
た
、
果
樹
に
つ

い
て
は
、
樹
勢
の
回
復
に
か

か
る
費
用
の
助
成
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

　
　

現
在
の
危
機
管
理
室
は

室
長
は
他
課
と
兼
務
、

ほ
か
職
員
は
２
名
で
あ
る
。

課
と
し
て
独
立
さ
せ
、
例
え

ば
消
防
部
か
ら
防
災
専
門
の

職
員
を
配
置
し
て
体
制
の
拡

充
を
図
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　
　
（
総
務
部
長
）
大
雨
等

の
警
報
発
令
時
に
お
け

る
警
戒
体
制
や
初
動
体
制
に

答答問問答答
公
共
交
通
整
備

　
　

被
災
に
よ
り
生
活
再
建

が
必
要
な
世
帯
に
対
し
、

市
独
自
の
災
害
被
災
者
特
別

支
援
制
度
を
設
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
被
害
認
定
は
公

平
に
判
断
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
だ
が
、
考
え
方
は
ど
う

か
。

　
　
（
総
務
部
長
）
現
在
建

物
の
復
旧
に
要
し
た
費

用
に
つ
い
て
支
援
措
置
を
具

体
的
に
検
討
し
て
い
る
。
被

害
認
定
に
つ
い
て
も
、
国
が

示
す
基
準
を
参
考
に
し
、
公

平
性
の
確
保
に
留
意
し
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

被
災
し
た
農
家
が
農
業

を
継
続
で
き
る
よ
う
な

問問答答問問

　
　

利
用
者
を
ふ
や
す

た
め
ど
の
よ
う
な

施
策
を
検
討
し
て
い
る

問問

か
。
青
木
村
で
は
高
校
生
の

通
学
定
期
、
回
数
券
の
購
入

に
半
額
補
助
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
い
路
線
バ
ス
料
金

だ
が
、
高
齢
者
に
は
割
引

ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
な
ど

考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
（
都
市
建
設
部
長
）
高

齢
者
や
運
転
免
許
返
納

者
に
一
定
額
の
公
共
交
通
利

用
補
助
券
を
交
付
す
る
な
ど

市
民
の
運
賃
負
担
を
軽
減
す

る
検
討
も
考
え
て
い
る
。
別

所
線
で
は
買
い
物
客
に
「
お

帰
り
き
っ
ぷ
」
を
配
布
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
取
り
組
み
が
路
線

バ
ス
に
お
い
て
も
実
施
で
き

な
い
か
、
商
店
街
連
合
会
等

の
関
係
団
体
と
も
協
議
を
始

め
て
い
る
。

答答

大量の土砂が流入した水田（傍陽地区）

小
坂
井
二
郎　
議
員

（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
支
援

上
田
市
産
院
の
充
実

街
路
樹
政
策
に
つ
い
て

　
　

７
月
か
ら
８
月
に
か
け

て
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
支

援
策
は
ど
う
か
。

　
　
（
総
務
部
長
）
災
害
見

舞
金
を
初
め
、
諸
税
の

減
免
・
利
子
補
給
制
度
等
が

あ
る
。
県
で
は
県
税
の
減
免

や
融
資
制
度
、
社
協
で
は
低

所
得
・
高
齢
者
・
障
が
い
者

世
帯
へ
の
生
活
福
祉
資
金
の

貸
付
制
度
が
あ
る
が
、
過
去

に
経
験
の
な
い
災
害
で
あ
り

新
た
な
支
援
制
度
を
検
討
し

て
い
る
。

問問答答

　
　

上
田
市
産
院
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
体
制
は
ど
う

か
。

　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）
現

在
、
常
勤
医
師
２
名
、

非
常
勤
医
師
５
名
、
助
産
師

９
名
、
看
護
師
10
名
が
勤
務

し
て
い
る
。
新
産
院
は
法
的

に
常
勤
医
師
が
２
名
必
要
と

な
る
た
め
、
も
う
１
名
の
医

師
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
ま

た
、
勤
務
負
担
軽
減
の
た
め

に
も
非
常
勤
医
師
２
名
を
確

保
し
た
い
。

　
　

医
師
の
給
与
・
勤
務
条

件
は
ど
う
か
。
ま
た
、

医
師
確
保
の
招
請
方
法
は
。

　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）
上

田
市
の
一
般
職
の
給
与

に
あ
る
程
度
の
割
合
を
乗
じ

た
額
を
手
当
と
し
て
支
給
す

る
な
ど
考
慮
し
て
い
る
。
ま

た
、招
請
に
つ
い
て
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
や
医
師
間

の
声
掛
け
、
修
学
金
制
度
の

活
用
等
の
呼
び
か
け
を
し
て
、

医
師
・
助
産
師
等
の
招
請
に

努
め
て
い
る
。

問問答答問問答答

　
　

上
田
市
で
は
、
合
併
以

前
か
ら
都
市
景
観
賞
を

創
設
し
、
地
域
に
溶
け
込
ん

だ
魅
力
あ
る
景
観
を
表
彰
し

て
き
て
い
る
が
、
街
路
樹
の

選
定
基
準
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
ト
チ
の
実
や
ギ
ン
ナ
ン

の
活
用
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
（
都
市
建
設
部
長
）
従

前
は
ト
チ
の
木
・
イ
チ

イ
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・
大
山
桜
・
カ

ツ
ラ
・
コ
ブ
シ
等
の
広
葉
樹

が
多
い
。
夏
の
緑
陰
と
冬
の

日
当
た
り
を
考
慮
し
て
の
こ

と
だ
が
、
木
の
実
の
活
用
は

考
え
て
い
な
い
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
活
用
を
お
願
い

し
た
い
。

問問答答

万
全
を
期
す
た
め
に
も
、

危
機
管
理
室
体
制
を
充

実
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
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安
藤　

友
博　
議
員

（
清
流
ク
ラ
ブ
）

一
般
質
問

教
育
問
題
に
つ
い
て

で
、
小
中
学
校
で
組
織
す
る

「
教
育
課
程
検
討
委
員
会
」

を
中
心
に
、
学
力
調
査
を
授

業
改
善
に
ど
の
よ
う
に
生
か

す
か
検
討
し
、
基
礎
学
力
を

つ
け
る
た
め
の
取
り
組
み
を

す
る
。

　
　

塩
田
地
域
学
校
支
援
地

域
本
部
事
業
つ
い
て
、

目
的
と
そ
の
成
果
、
そ
し
て

今
後
の
継
続
の
考
え
は
ど
う

か
。

　
　
（
教
育
長
）
本
事
業
の

目
的
は
、
地
域
全
体
で

学
校
教
育
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
教
員
が
子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
を
増
や
す
と

と
も
に
、
地
域
の
教
育
力
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

平
成
20
年
10
月
に
事
業
母
体

の
「
し
お
だ
っ
子
応
援
団
」

を
立
ち
上
げ
、「
環
境
整
備
」

と
「
学
習
支
援
」
の
二
本
を

柱
と
し
て
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
学
校
に
入
り
支
援

を
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の

事
業
を
通
じ
て
地
域
か
ら
支

援
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

学
校
が
抱
え
る
課
題
解
決
に

向
け
て
、
前
進
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
る
。
今
後

問問答答

に
お
い
て
も
何
ら
か
の
形
で

こ
の
事
業
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

上
田
市
の
小
中
学
校
の

学
力
テ
ス
ト
並
び
に
不

登
校
児
童
数
が
公
表
さ
れ
た

が
、
こ
の
結
果
を
受
け
て
、

上
田
市
教
育
委
員
会
と
し
て

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
今
後

の
教
育
に
生
か
し
て
い
く
の

か
。

　
　
（
教
育
長
）
学
力
テ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、
小
中

学
生
と
も
全
国
に
比
べ
て
や

や
下
回
っ
て
い
る
こ
と
は
、

長
野
県
と
同
様
の
傾
向
に
あ

る
。
県
と
し
て
も
こ
の
結
果

を
重
く
受
け
と
め
、「
市
町

村
と
も
連
携
協
議
し
学
力
向

上
に
向
け
具
体
的
な
対
策
を

検
討
す
る
」
と
し
て
い
る
の

問問答答

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　

死
亡
事
故
が
多
発
し
て

い
る
中
で
、
生
活
道
路

の
歩
道
施
設
の
な
い
箇
所
に

つ
い
て
は
、
外
側
線
の
設
置

が
急
務
だ
が
ど
う
か
。

　
　
（
都
市
建
設
部
長
）
コ

ロ
ペ
タ
作
戦
な
ど
、
市

民
協
働
に
よ
り
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問問答答
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
内
科
・
小
児
科
初
期
救
急

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
小
島
手
塚
線
改
良
の
早
期

竣
工
に
つ
い
て

金
井　

忠
一　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

交
流
・
文
化
施
設
の
建
設

と
市
民
合
意
に
つ
い
て

が
責
任
を
負
う
自
治
会
を
決

め
、
全
自
治
会
で
職
員
に
よ

る
説
明
会
を
実
施
し
た
ら
ど

う
か
。
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
、

現
在
の
公
僕
た
る
市
職
員
の

仕
事
で
は
な
い
か
。

　
　
（
政
策
企
画
局
長
）
施

設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
設

置
に
つ
い
て
の
理
解
を
得
て

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

全
自
治
会
を
回
っ
て
の
説
明

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ま

ず
市
民
に
理
解
を
得
る
よ
う

な
、
ま
と
め
た
説
明
を
す
る

場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

　
　

交
流
・
文
化
施
設
の
維

持
管
理
費
は
、事
業
費
・

人
件
費
の
合
計
で
、
１
年
間

に
３
億
８
１
０
０
万
円
で
あ

り
、
今
後
毎
年
負
担
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
税

収
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

前
の
平
成
19
年
度
が
230
億
円
、

22
年
度
は
予
想
で
は
196
億
円

で
、
約
35
億
円
の
減
収
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財

政
状
況
と
人
口
減
少
が
確
実

な
中
で
、
現
在
よ
り
大
規
模

な
ホ
ー
ル
を
莫
大
な
金
額
を

費
や
し
て
ま
で
つ
く
ら
な
く

答答問問

て
は
な
ら
な
い
の
か
。

　
　
（
政
策
企
画
局
長
）
中

学
校
の
大
会
や
コ
ン

サ
ー
ト
が
で
き
る
規
模
、
ま

た
、
一
流
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
招
く
に
は
一
定
の
規
模
が

必
要
で
あ
る
。

　
　

大
ホ
ー
ル
は
16
万
の
人

口
を
持
つ
上
田
市
の
身

の
丈
に
合
っ
た
規
模
に
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
政
策
企
画
局
長
）
他

地
域
か
ら
多
く
の
方
を

引
き
つ
け
て
、
街
の
活
性
化

に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

い
う
理
念
で
進
め
て
い
る
。

答答問問答答

　
　

交
流
・
文
化
施
設
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
住
民

の
声
を
充
分
に
反
映
し
た
施

設
に
す
る
た
め
に
、
施
設
の

全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段

階
で
勇
気
を
持
っ
て
「
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
（
政
策
企
画
局
長
）
い

く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
で

市
民
の
理
解
を
得
て
き
て
い

る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
考

え
は
持
っ
て
い
な
い
。

　
　

基
本
設
計
が
ま
と
ま
っ

た
と
こ
ろ
で
、
１
カ
月

ぐ
ら
い
の
間
に
、
全
庁
を
挙

げ
て
、
出
身
自
治
会
等
職
員

問問答答問問
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池
田
総
一
郎　
議
員

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
田
）

一
般
質
問

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促

進
に
つ
い
て

外
に
市
と
し
て
取
り
組
め
る

こ
と
は
何
か
。

　
　
（
市
民
生
活
部
長
）
広

報
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
啓
発

を
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

　
　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
レ
ン
タ
ル
及
び
買
取

制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、

導
入
の
初
期
費
用
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　

（
市
民
生
活
部
長
）
飯

田
市
で
は
似
た
制
度
を

導
入
し
て
い
る
が
、
市
民
・

事
業
者
・
市
が
協
働
し
、
国

や
県
の
補
助
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
最
善
の
方
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　

上
田
市
は
面
積
の
70
％

を
山
林
が
占
め
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
に
適
し
た
地
で
あ

る
。
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
や
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
生
産
、

研
究
開
発
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
っ
て
雇
用
の
創
出
に
資

す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
（
農
林
部
長
）
ペ
レ
ッ

ト
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

答答問問答答問問答答

ブ
の
需
要
が
ま
だ
少
な
く
、

コ
ス
ト
的
に
も
石
油
や
石
油

ス
ト
ー
ブ
に
比
べ
る
と
割
高

で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
新
産
業

へ
の
参
入
は
厳
し
い
も
の
が

あ
る
が
、
需
要
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
森
林
組
合
に
も
ペ

レ
ッ
ト
製
造
の
事
業
化
を
検

討
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

く
。

　
　

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
た

取
り
組
み
は
、
地
域
経

済
や
雇
用
創
出
に
も
大
き
な

波
及
効
果
を
も
た
ら
す
。
庁

内
で
横
断
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
積
極
的

に
挑
戦
す
る
つ
も
り
は
な
い

か
。

　
　
（
市
民
生
活
部
長
）
既

に
新
エ
ネ
庁
内
委
員
会

が
あ
る
の
で
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減

効
果
が
期
待
で
き
る
事
業
は
、

市
民
や
事
業
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
協
働
体
制
を
構
築
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問問答答

　
　

Ｃ
Ｏ
２
の
25
％
削
減
と

い
う
政
府
の
目
標
値
を

市
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る

か
。

　
　
（
市
長
）
大
変
な
目
標

だ
が
、
市
民
に
協
力
を

呼
び
か
け
努
力
し
て
い
き
た

い
。

　
　

上
田
市
民
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

80
％
が
太
陽
光
発
電
を
設
置

し
た
い
と
望
ん
で
い
る
。
現

在
、
余
剰
電
力
買
取
制
度
に

よ
り
10
年
間
に
限
り
１
kw
当

た
り
48
円
で
売
電
で
き
る
。

設
置
費
用
の
個
人
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
補
助
金
以

問問答答問問

土
屋　
　

亮　
議
員

（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

農
村
農
業
の
現
状

　
　

耕
作
放
棄
対
策
は
ど
の

よ
う
に
し
て
き
た
か
。

　
　
（
農
林
部
長
）遊
休
荒
廃

地
活
性
対
策
事
業
に
よ

り
、
平
成
21
年
は
4.3
㏊
解
消

で
き
た
。
今
後
は
国
の
制
度

も
導
入
し
て
3.5
㏊
を
農
地
に

戻
す
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　
　

上
田
の
食
料
自
給
率
は
。

　
　
（
農
林
部
長
）
全
国
で

は
40
％
。
上
田
は
35
％

で
あ
る
。
今
後
は
Ｊ
Ａ
と
連

携
し
て
向
上
を
図
り
た
い
。

　
　

新
規
農
業
者
で
、
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
取
り
組
み

は
。

　
　
（
農
林
部
長
）
農
業
者

の
高
齢
化
に
よ
り
、
担

い
手
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、

平
成
17
年
以
降
44
人
が
就
農

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
県
が

進
め
る
「
田
舎
暮
ら
し
相
談

会
」
な
ど
上
田
市
も
積
極
的

に
情
報
の
提
供
を
し
て
就
農

者
確
保
を
図
り
た
い
。

問問答答問問答答問問答答さ
さ
ら
の
湯
に
つ
い
て

　
　

合
併
以
後
人
口
が
減
少

し
て
い
る
。
農
村
に
は

す
ば
ら
し
い
文
化
が
あ
る
。

自
然
界
の
文
化
、
伝
承
や
生

き
る
文
化
、
食
の
文
化
な
ど

農
村
・
農
業
で
滞
在
型
の
観

光
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
ま
た
、
農
村
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
も
、
農
地
の

荒
廃
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
耕
作
放
棄
の
現
状
は

ど
う
か
。

　
　
（
農
林
部
長
）
平
成
18

年
で
上
田
の
荒
廃
農
地

は
671
㏊
、
10
年
で
95
㏊
増
え

て
い
る
。
復
元
で
き
る
農
地

は
330
㏊
で
あ
る
。

問問答答

朝
と
昼
の
料
金
設
定
は
公
平

か
。
昼
の
料
金
は
世
帯
の
中

で
二
人
目
か
ら
年
間
券
の
料

金
が
安
く
な
っ
て
い
る
。
朝

湯
利
用
者
に
は
そ
の
制
度
が

な
い
が
、
そ
の
理
由
を
納
得

で
き
る
よ
う
説
明
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
（
農
林
部
長
）
朝
の
利

用
者
に
は
家
族
券
制
度

は
設
定
し
て
い
な
い
。
朝
毎

日
利
用
す
れ
ば
、
一
日
62
円

で
あ
る
。
さ
ら
に
割
引
に
な

る
と
一
般
客
と
の
公
平
性
や

健
全
経
営
の
面
も
あ
る
た
め
、

今
後
、
指
定
管
理
者
の
意
向

も
踏
ま
え
、
家
族
券
制
度
が

必
要
か
検
討
し
た
い
。

答答
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
指
定
管
理
で
運
営
し
て
い

る
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て

　
　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

の
入
場
料
に
つ
い
て
、

問問
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木工沈床　丸太を組み合わせて中に石を詰めたもので、河川等において護岸や床止め、水流を抑えるなど水害を防止するための工法の一つ。

小
林
三
喜
雄　
議
員

（
新
生
会
）

一
般
質
問

豪
雨
災
害
対
応

　
　

県
の
矢
出
沢
川
の
遊
水

池
・
木
工
沈
床
対
策
に

つ
い
て
対
応
は
。

　
　
（
都
市
建
設
部
長
）
木

工
沈
床
に
つ
い
て
は
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
今
後
に

生
か
し
て
い
き
た
い
。
遊
水

池
等
に
つ
い
て
は
、
総
合
的

な
治
水
対
策
と
し
て
考
え
ら

れ
な
い
か
県
に
働
き
か
け
る
。

　
　

現
地
対
策
本
部
設
置
と

市
に
よ
る
炊
き
出
し
対

応
の
考
え
は
。

　
　
（
総
務
部
長
）
被
害
が

集
中
し
た
地
区
に
は
現

地
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、

迅
速
な
対
策
を
行
う
ほ
か
、

職
員
の
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
た
い
。
ま
た
、
炊
き

出
し
が
何
日
に
も
及
ぶ
と
き

は
配
慮
す
べ
き
と
考
え
る
。

問問答答問問答答

今
後
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を

行
い
、
よ
り
効
率
的
な
管
理

方
法
を
研
究
し
条
件
が
整
う

園
で
の
敷
設
を
検
討
し
て
い

く
。

　
　
（
教
育
次
長
）
小
中
学

校
校
庭
の
芝
生
化
は
効

果
も
耳
に
す
る
こ
と
か
ら
導

入
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
も
多
く
あ
る
。
現
在
は

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
校

舎
・
屋
内
運
動
場
・
プ
ー
ル

等
を
多
く
抱
え
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
改
築
と
並
行
し
て
耐

震
化
を
最
優
先
で
進
め
て
い

る
。
安
心
・
安
全
な
学
校
づ

く
り
の
事
業
を
優
先
さ
せ
る
。

答答

　
　

８
月
２
日
の
豪
雨
災
害

に
対
す
る
県
の
対
応
と

支
援
策
は
。

　
　
（
総
務
部
長
）
県
は
災

害
発
生
後
に
管
理
す
る

河
川
及
び
道
路
等
の
現
場
確

認
と
応
急
工
事
の
対
応
を
し

た
。
そ
の
後
、
本
格
的
復
旧

工
事
に
入
る
。
市
は
被
災
し

た
市
民
の
生
活
復
旧
支
援
を

主
体
に
対
応
す
る
。
県
の
支

援
策
は
自
動
車
税
や
個
人
事

業
税
等
の
減
免
で
あ
る
。
中

小
企
業
者
に
対
し
て
は
、
経

営
健
全
化
支
援
資
金
の
融
資

制
度
が
あ
る
。
上
田
市
の
災

害
対
策
本
部
に
県
の
参
加
を

求
め
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

問問答答

小
中
学
校
校
庭
の
芝
生
化

　
　

塩
尻
保
育
園
で
の
試
験

結
果
と
小
諸
市
水
明
小

学
校
の
実
績
を
ど
う
見
る
か
。

　
　
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）

園
庭
の
全
面
芝
生
化
は

難
し
い
が
少
な
く
と
も
遊
具

の
周
り
は
検
討
し
て
い
く
。

問問答答

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
資
源
循
環
施
設
公
募
後
の

進
捗
状
況

深
井　

武
文　
議
員

（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

児
童
虐
待
問
題
に
つ
い
て

に
努
め
て
い
る
。

　
　

虐
待
行
為
を「
し
つ
け
」

と
混
同
し
て
い
る
こ
と

に
対
す
る
指
導
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
　
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）

虐
待
を
「
し
つ
け
」
と

正
当
化
す
る
傾
向
が
多
い
。

正
し
い
認
識
を
身
に
つ
け
た

子
育
て
へ
の
啓
蒙
、
相
談
、

研
修
、
支
援
事
業
を
強
化
し

て
い
く
。

　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）
育

児
相
談
専
用
の
「
育
児

110
番
」
も
設
置
し
て
育
児
に

対
す
る
不
安
解
消
、
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
相
談
の
拒

絶
へ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

今
後
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

問問答答答答

葉
の
脅
し
」「
仲
間
外
れ
」「
持

ち
物
隠
し
」「
か
ら
か
い
」

が
主
で
あ
る
。
早
期
発
見
、

早
期
解
決
に
意
を
置
き
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
　

義
務
教
育
は
人
格
形
成

の
重
要
な
時
期
で
あ
る
。

心
豊
な
人
づ
く
り
に
向
け
た

具
体
的
教
育
方
針
は
。

　
　
（
教
育
長
）「
知
、徳
、体
」

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

義
務
教
育
を
目
指
し
、
社
会

体
験
、
自
然
体
験
な
ど
を
通

し
て
自
立
性
、
命
の
大
切
さ
、

感
動
す
る
心
な
ど
を
養
い
、

人
格
形
成
を
目
指
す
。

問問答答

　
　

増
加
の
一
途
を
た
ど
る

児
童
虐
待
は
、
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

上
田
市
の
実
態
は
ど
う
か
。

　
　
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）

依
然
増
加
傾
向
に
あ
り
、

前
年
比
20
％
増
の
47
件
、
内

容
も
育
児
放
棄
、
暴
力
、
心

理
的
な
虐
待
な
ど
の
順
位
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

虐
待
の
実
態
把
握
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

か
。

　
　
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）

近
隣
か
ら
の
通
報
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
民
生
児
童

委
員
、
児
童
相
談
所
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
把
握

問問答答問問答答

「
い
じ
め
」問
題
に
つ
い
て

　
　

市
内
小
中
学
校
に

お
け
る「
い
じ
め
」

の
直
近
の
状
況
、
件
数
、

内
容
は
ど
の
よ
う
な
実

態
か
。

　
　
（
教
育
長
）
減
少

傾
向
に
は
あ
る
が
、

21
年
度
は
小
学
校
44
件
、

中
学
校
37
件
で
、「
言

問問答答

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
滞
在
型
観
光
地
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

和やかに親子の絆を育てる支援センターの広場
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渡
辺　

正
博　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

と
仕
事
お
こ
し
に
つ
い
て

分
を
見
極
め
、
具
体
的
で
有

効
な
施
策
を
実
施
す
る
た
め

に
、
事
業
所
悉し
っ

皆か
い

調
査
（
全

数
調
査
）
を
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
商
工
観
光
部
長
）
調

査
は
有
効
な
手
段
だ
と

考
え
て
い
る
が
、
市
内
８
０

０
０
社
を
超
え
る
全
事
業
所

を
市
が
調
査
す
る
こ
と
は
、

相
当
の
負
担
と
労
力
が
必
要

で
あ
る
。
今
年
度
は
、
製
造

業
を
中
心
に
550
社
を
訪
問
す

る
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
順

次
全
業
種
に
訪
問
を
広
げ
て

い
き
た
い
。

答答

現
在
、
個
人
住
宅
の
耐
震
補

強
工
事
費
や
65
歳
以
上
で
あ

る
介
護
保
険
対
象
者
の
住
宅

改
修
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
が
あ
る
。
こ
の
ほ
と
ん

ど
に
つ
い
て
、
市
内
建
設
業

の
皆
さ
ん
が
受
注
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

国
の
制
度
と
し
て
住
宅
版
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
、
リ

フ
ォ
ー
ム
減
税
な
ど
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
ら
の
制
度
の
周

知
に
努
め
、
市
内
業
者
に
お

い
て
は
十
分
活
用
し
て
受
注

確
保
に
役
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

い
ま
、
何
よ
り
も
地
域

経
済
を
成
り
立
た
せ
る

経
営
主
体
や
地
域
資
源
を
、

あ
ら
た
め
て
科
学
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
ず
、
自
治
体
み
ず
か

ら
が
地
域
資
源
を
探
し
、
地

域
の
個
性
、
地
域
の
宝
物
を

発
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
課

題
は
現
場
に
あ
り
、
信
頼
関

係
も
現
場
で
深
ま
る
も
の
と

考
え
る
。
東
京
墨
田
区
の
例

に
学
び
、
行
政
が
、
自
治
体

の
存
立
基
盤
と
も
言
え
る
租

税
主
体
で
あ
る
中
小
企
業
の

状
況
を
調
べ
、
公
的
な
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
と
さ
れ
る
部

問問

地域に活きる中小業者の知恵と技

小
林　

隆
利　
議
員

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
田
）

一
般
質
問

農　

政　

問　

題

催
さ
れ
る
物
産
展
や
イ
ベ
ン

ト
等
を
通
じ
販
売
促
進
に
協

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し

で
も
農
業
者
の
収
入
に
つ
な

が
る
対
応
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　
　

野
生
鳥
獣
災
害
対
策
用

防
護
柵
設
置
交
付
金
が

大
幅
に
減
額
さ
れ
た
が
、
防

護
柵
設
置
の
効
果
は
高
い
。

防
護
柵
設
置
を
進
め
る
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

　
　
（
農
林
部
長
）
今
年
度

国
の
交
付
金
が
大
幅
に

減
額
さ
れ
た
。
市
で
は
従
来

の
国
の
交
付
金
事
業
に
加
え

今
年
度
か
ら
国
の
農
山
漁
村

地
域
整
備
交
付
金
の
活
用
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
年
度
は
昨
年
度
を
大
幅
に

上
回
る
約
25
㎞
の
防
護
柵
を
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
設
置

し
て
い
く
と
し
て
今
議
会
に

関
係
予
算
を
計
上
し
た
。

　
　

農
業
用
た
め
池
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
（
農
林
部
長
）
今
年
度

丸
子
地
域
の
北
原
大
池

地
区
で
試
験
的
に
「
た
め
池

問問答答問問答答

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
作
成

を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
、

た
め
池
の
規
模
が
大
き
く
危

険
度
が
高
い
と
想
定
さ
れ
る

た
め
池
に
つ
い
て
は
必
要
性
、

運
用
方
法
に
つ
い
て
研
究
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　

降
雹
や
豪
雨
で
被
害
を

受
け
た
農
業
者
へ
の
支

援
策
は
。

　
　
（
農
林
部
長
）
７
月
26

日
に
塩
田
地
区
で
近
年

に
な
い
降こ
う

雹
ひ
ょ
う

が
あ
り
、
果
樹

を
中
心
に
農
作
物
約
35
㏊
が

被
害
に
あ
っ
た
。
支
援
策
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
技

術
的
な
対
策
へ
の
協
力
、
被

害
を
受
け
た
農
作
物
に
対
す

る
緊
急
防
除
に
か
か
る
費
用

助
成
、
翌
年
度
以
降
の
再
生

産
に
つ
な
が
る
樹
勢
回
復
対

策
に
か
か
る
費
用
及
び
果
樹

棚
な
ど
の
施
設
補
修
へ
の
助

成
措
置
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
姉
妹
都
市
な
ど
で
開

問問答答

深
層
崩
壊
に
つ
い
て

　
　

深
層
崩
壊
全
国
マ
ッ
プ

に
対
す
る
上
田
市
の
見

解
と
上
田
市
地
域
防
災
計
画

へ
の
対
応
は
。

　
　
（
総
務
部
長
）
マ
ッ
プ

を
見
る
限
り
で
は
、
市

の
大
部
分
は
発
生
頻
度
が

「
低
い
」
地
域
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。
本
マ
ッ
プ
は
公
表

さ
れ
た
ば
か
り
で
、
し
ば
ら

く
は
国
の
動
向
を
見
守
り
た

い
。
仮
に
上
田
市
に
お
い
て

深
層
崩
壊
の
危
険
箇
所
が
判

明
し
た
場
合
に
は
、
上
田
市

地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
必

要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
。

問問答答

　
　

市
民
が
地

元
業
者
を

使
っ
て
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
を

行
っ
た
場
合
に
、

そ
の
経
費
の
一

部
を
自
治
体
が

助
成
す
る
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
」
の

導
入
を
提
案
す

る
が
ど
う
考
え

る
か
。

　
　
（
商
工
観

光
部
長
）

問問答答
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佐
藤　

清
正　
議
員

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
田
）

一
般
質
問

地
域
内
分
権
の
推
進

と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

成
長
発
展
期
に
お
け
る

地
域
内
分
権
の
課
題
は

何
か
。

　
　
（
市
長
）
課
題
と
し
て

は
、
地
域
協
議
会
の
機

能
を
さ
ら
に
充
実
、
深
化
さ

せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
地

域
経
営
の
視
点
か
ら
、
地
域

ま
ち
づ
く
り
方
針
等
の
進
捗

管
理
を
行
う
中
で
、
市
民
懇

談
会
を
地
域
協
議
会
と
共
同

で
開
催
す
る
な
ど
地
域
内
分

権
の
積
極
的
か
つ
着
実
な
推

進
を
図
っ
て
い
く
。

問問答答

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

合
併
後
の
揺
籃
期
を
経

過
す
る
中
で
、
旧
町
村

の
地
域
活
力
に
つ
い
て
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
（
市
長
）
新
設
対
等
合

併
の
中
で
、
各
地
域
の

特
性
、
魅
力
、
ま
た
活
力
を

最
大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、

地
域
内
分
権
と
い
う
全
国
的

に
も
前
例
の
な
い
よ
う
な
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
を

掲
げ
対
応
し
て
き
た
。
地
域

の
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、

地
域
が
、
ま
た
住
民
が
み
ず

か
ら
考
え
、
行
動
し
、
地
域

活
力
を
高
め
て
い
く
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
づ
く
り
活
動
が
積

極
的
に
行
わ
れ
て
き
て
い
る

問問答答

自
治
会
の
現
状
と
課
題

　
　

自
治
基
本
条
例
の
骨
子

案
の
最
終
報
告
で
は
、

自
治
会
の
重
要
性
と
と
も
に

そ
の
希
薄
化
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
地
域
の
自
治
会
連

合
会
を
単
位
と
し
て
、
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
か
ら
地
域
担

当
職
員
を
地
区
自
治
会
連
合

会
に
複
数
配
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
（
政
策
企
画
局
長
）
担

当
職
員
の
配
置
も
含
め

て
検
討
し
な
が
ら
展
開
を

問問答答

地
域
予
算
と
事
業
仕
分
け

　
　

市
民
参
加
に
よ
る
事
業

仕
分
け
と
、
地
域
内
分

権
に
よ
り
地
域
が
担
う
こ
と

と
な
る
事
業
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

　
　
（
総
務
部
長
）
地
域
課

題
に
対
す
る
地
域
協
議

会
提
案
事
業
や
市
民
協
働
事

業
な
ど
は
、
現
時
点
で
は
事

業
仕
分
け
の
対
象
に
は
な
じ

ま
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問問答答
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
ご
み
の
減
量
化
対
策

土
屋　

勝
浩　
議
員

（
新
生
会
）

一
般
質
問

公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
の

施
設
整
備
に
つ
い
て

　
　

今
後
の
整
備
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
合
併
特
例
債
等
を
活

用
し
て
施
設
整
備
を
進
め
る

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）

特
に
老
朽
化
の
激
し
い

神
川
・
神
科
の
保
育
園
に
つ

い
て
整
備
を
進
め
る
計
画
で

あ
る
。
そ
の
た
め
の
合
併
特

例
債
の
活
用
は
適
切
で
あ
り
、

予
算
確
保
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

問問答答

の
選
択
肢
が
増
え
て
き
て
い

る
。

　
　

上
田
市
も
「
障
害
者
多

数
雇
用
事
業
者
等
か
ら

の
物
品
調
達
制
度
」
の
導
入

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）
今

後
は
、
障
害
者
の
就
労

機
会
を
さ
ら
に
促
進
し
て
い

く
た
め
に
、
障
害
者
を
多
数

雇
用
し
て
い
る
市
内
事
業
者

及
び
そ
の
提
供
で
き
る
物
品
、

役
務
等
の
把
握
に
努
め
、
優

先
的
に
契
約
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

問問答答

　
　

平
成
17
年
以
降
の
５
年

間
は
、
公
立
保
育
園
・

幼
稚
園
の
大
規
模
な
施
設
整

備
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た

が
、
そ
れ
は
ど
う
い
っ
た
理

由
か
ら
か
。

　
　
（
こ
ど
も
未
来
部
長
）

合
併
後
は
旧
４
市
町
村

が
同
一
の
目
線
で
保
育
を
行

う
た
め
の
運
営
管
理
の
調
整

に
重
き
を
置
い
て
き
た
。
ま

た
、
施
設
整
備
を
図
る
上
で

は
統
廃
合
の
検
討
や
用
地
の

確
保
等
が
必
要
で
、
そ
の
調

整
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

問問答答

障
害
者
の
就
労
支
援
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

障
害
者
の
就
労
機
会
を

増
や
す
た
め
に
、
上
田

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
施
策

を
行
っ
て
き
た
か
。

　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）
一

般
就
労
に
関
し
て
は
、

障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

や
職
業
安
定
所
と
と
も
に
、

チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
を
行
い
、

合
計
42
人
の
新
規
雇
用
が
確

保
で
き
た
。
ま
た
、
福
祉
的

就
労
に
つ
い
て
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
現
在
ま
で
に
７
事

業
所
が
増
え
、
障
害
者
の
方

問問答答

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
自
治
基
本
条
例
に
お
け
る

住
民
投
票
の
解
釈
に
つ
い

て
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松
山
賢
太
郎　
議
員

（
新
生
会
）

一
般
質
問

大
型
公
共
事
業
の
発
注
方

法
と
今
後
の
公
共
事
業
に

つ
い
て

予
定
と
し
て
「
交
流
・
文
化

施
設
等
設
計
者
選
定
専
門
委

員
会
」
で
審
査
を
し
、
今
年

度
基
本
設
計
で
建
物
の
基
本

配
置
、
構
造
な
ど
を
固
め
、

来
年
度
詳
細
な
実
施
設
計
を

行
い
工
事
の
主
要
を
決
定
す

る
。
建
設
工
事
の
発
注
は
平

成
24
年
度
か
ら
の
予
定
で
あ

る
。

　
　

経
済
波
及
効
果
や
雇
用

確
保
の
視
点
か
ら
、
地

元
上
田
市
内
の
企
業
に
優
先

的
に
発
注
す
る
よ
う
な
考
え

は
あ
る
の
か
。

　
　
（
政
策
企
画
局
長
）
ま

だ
具
体
的
に
発
注
内
容

を
検
討
で
き
る
段
階
に
は
な

い
が
、
今
後
、
共
同
企
業
体

方
式
、
分
割
発
注
も
含
め
て
、

地
元
の
皆
さ
ん
に
も
よ
い
影

響
、
利
益
が
及
ぶ
よ
う
な
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
民
生
活
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
維
持
す
る
た
め
に
、

民
間
活
力
を
さ
ら
に
活
用
す

る
方
針
は
あ
る
の
か
。

　
　
（
総
務
部
長
）
民
間
活

力
導
入
指
針
に
基
づ
い

た
事
業
仕
分
け
を
実
施
し
、

問問答答問問答答

指
定
管
理
者
制
度
、
業
務
委

託
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
公

共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応

や
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

経
費
の
節
減
の
み
な
ら
ず
、

新
た
な
財
源
確
保
や
民
間
活

力
導
入
の
新
た
な
仕
組
み
づ

く
り
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

国
の
関
連
法
案
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
上
田
市
独
自
の
民

間
活
力
の
積
極
的
活
用
を
検

討
し
た
い
。

　
　

交
流
・
文
化
施
設
建
設

事
業
に
関
し
て
各
種
発

注
で
の
基
本
的
な
方
針
と
選

定
基
準
、
そ
し
て
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
（
政
策
企
画
局
長
）
平

成
18
年
に
「
建
設
工
事

入
札
制
度
合
理
化
対
策
要

綱
」
を
制
定
、
平
成
20
年
度

か
ら
は
一
般
競
争
入
札
制
度

を
導
入
し
て
お
り
、
こ
れ
を

基
本
的
な
方
針
と
し
て
い
る
。

そ
の
選
定
基
準
は
業
者
指
名

選
定
委
員
会
の
審
査
を
経
て

決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
の

問問答答

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
建
設
業
者
融
資
制
度
の
拡

充
に
つ
い
て

足
立　
　

誠　
議
員

（
新
生
会
）

一
般
質
問

地
域
医
療
の
充
実

り
、
国
の
動
向
を
注
視
し
公

費
助
成
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

　
　

休
日
歯
科
救
急
セ
ン

タ
ー
運
営
費
の
補
助
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）
地

域
医
療
再
生
計
画
に
お

い
て
セ
ン
タ
ー
設
置
に
か
か

わ
る
設
備
費
２
７
０
０
万
円

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
セ

ン
タ
ー
の
運
営
費
に
伴
う
経

費
等
を
踏
ま
え
て
関
係
市
町

村
及
び
広
域
連
合
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問問答答

　
　

民
主
党
政
権
下
で
の
要

望
シ
ス
テ
ム
活
用
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
（
市
長
）
民
主
党
第
３

区
総
支
部
を
通
じ
て
の

要
望
活
動
は
本
格
的
に
行
っ

て
い
な
い
状
況
だ
が
、
今
後
、

地
域
の
要
望
や
課
題
の
解
決

に
向
け
た
事
業
等
に
お
い
て

要
望
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て

い
き
た
い
。

　
　

県
へ
の
要
望
活
動
を
通

じ
て
阿
部
知
事
と
の
連

携
は
。

　
　
（
市
長
）
新
知
事
に
は

「
県
民
が
主
役
の
県
政
」

の
実
現
に
期
待
す
る
と
と
も

に
県
と
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の

責
任
と
役
割
の
中
で
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
に
向

け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

問問答答問問答答

　
　

市
産
院
で
の
帝
王
切
開

の
状
況
と
長
野
病
院
と

の
連
携
に
つ
い
て
ど
う
か
。

　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）
平

成
22
年
度
は
現
在
ま
で

10
件
行
っ
て
い
る
。
緊
急
の

場
合
に
長
野
病
院
の
小
児
科

と
の
協
力
体
制
が
整
い
つ
つ

あ
り
、
７
月
、
８
月
で
４
件

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
公
費
負
担
の
考

え
は
。

　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）
厚

生
労
働
省
は
来
年
度
予

算
の
概
算
要
求
に
公
費
負
担

を
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ

問問答答問問答答

バ
イ
パ
ス
関
連
事
業
の
推

進
と
国
・
県
へ
の
要
望

　
　

上
塩
尻
東
交
差
点
左
折

レ
ー
ン
の
設
置
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
　
（
都
市
建
設
部
長
）
長

野
国
道
事
務
所
か
ら
、

年
内
に
は
地
権
者
と
の
用
地

交
渉
を
進
め
る
中
で
工
事
着

手
の
時
期
を
判
断
し
た
い
と

の
回
答
が
あ
り
、
今
後
市
と

し
て
も
国
に
積
極
的
に
働
き

か
け
て
い
く
。

問問答答

交通事故が多発している上塩尻東交差点
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池
上
喜
美
子　
議
員

（
公
明
党
）

一
般
質
問

学
校
施
設
の
エ
コ
ス
ク
ー

ル
化
に
つ
い
て

組
ん
で
い
る
学
校
も
あ
る
。

ま
た
、
市
独
自
の
計
画
は
策

定
し
て
い
な
い
が
、
校
舎
や

屋
内
運
動
場
等
の
改
築
時
に

は
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
視
点
に

も
十
分
配
慮
し
な
が
ら
整
備

を
進
め
て
い
く
。

　
　

記
録
的
な
猛
暑
の
中
、

冷
房
設
備
の
な
い
学
校

で
の
熱
中
症
対
策
と
今
後
の

整
備
は
。

　
　
（
教
育
次
長
）
冷
房
設

備
の
あ
る
パ
ソ
コ
ン
教

室
等
を
交
代
で
授
業
に
使
用

し
た
り
、
休
み
時
間
は
冷
房

の
入
る
部
屋
で
過
ご
す
な
ど

工
夫
し
た
。
早
急
な
対
応
が

可
能
な
扇
風
機
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
要
望
等
を
踏
ま
え
て

問問答答

　
　

デ
イ
ジ
ー
教
科
書
は
、

学
校
現
場
や
保
護
者
の

間
で
、
学
習
支
援
に
大
き
な

効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
学
校

に
パ
ソ
コ
ン
対
応
の
テ
レ
ビ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、活
用
で
き
る
環
境
も
整
っ

て
い
る
。導
入
す
る
考
え
は
。

　
　
（
教
育
長
）
児
童
生
徒

の
学
習
ツ
ー
ル
と
し
て

特
別
支
援
学
級
な
ど
で
試
験

的
に
使
用
し
、
そ
の
効
果
や

状
況
を
見
な
が
ら
さ
ら
に
検

討
し
て
い
く
。

問問答答

　
　

取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
（
教
育
次
長
）「
環
境
に

や
さ
し
い
学
校
づ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
学
校

版
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
し
て
、
ご
み
の

減
量
、
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
、

緑
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

太
陽
光
発
電
は
、
現
在
３
校

と
改
築
中
の
２
校
で
導
入
。

部
屋
の
温
度
の
上
昇
を
和
ら

げ
る
た
め
に
つ
る
性
の
植
物

を
植
え
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
や

雨
水
の
有
効
利
用
、
可
能
な

範
囲
で
の
省
エ
ネ
機
器
の
導

入
を
し
て
い
る
。
地
域
に
お

い
て
は
資
源
物
回
収
に
取
り

問問答答

発
達
障
害
児
や
文
字
を
認

識
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
児
童
生
徒
の
学
習
支
援

に
つ
い
て

塩田中学校の太陽光パネル

井
沢　

信
章　
議
員

（
新
生
会
）

一
般
質
問

市
の
財
政
運
営
は
健
全
か

で
大
き
く
な
り
、
年
々
経
常

的
支
出
が
高
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
客
観
的
事
実
に
基
づ

き
、
留
意
す
べ
き
こ
と
と
し

て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

監
査
委
員
の
報
告
に
つ

い
て
、
市
は
ど
う
受
け

と
め
て
い
る
か
。

　
　
（
財
政
部
長
）
監
査
意

見
は
こ
れ
を
重
く
受
け

と
め
て
い
る
。
市
税
等
の
一

般
財
源
が
伸
び
な
い
中
、
市

民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
初
め
、

市
民
要
望
を
十
分
お
聞
き
す

る
中
で
、
市
民
満
足
度
を
高

め
る
た
め
多
く
の
施
策
を
実

施
し
て
き
た
。
財
政
の
現
状

は
そ
の
成
果
で
も
あ
る
と
考

え
る
。
財
政
を
担
う
立
場
と

し
て
は
、
事
務
事
業
の
見
直

し
や
事
業
優
先
度
、
あ
る
い

は
真
に
必
要
な
事
業
へ
の
重

点
配
分
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

新
市
建
設
計
画
の
実
現
に
向

け
、
監
査
委
員
の
意
見
も
十

分
念
頭
に
置
き
な
が
ら
努
力

し
て
い
く
。

問問答答

交
流
・
文
化
施
設
に
子
供

ア
ト
リ
エ
を

　
　

監
査
委
員
の
審
査
意
見

は
「
経
常
収
支
比
率
が

悪
化
し
、
財
政
の
弾
力
性
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
」
と
報
告

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ど
の

よ
う
な
状
況
を
指
し
て
い
る

の
か
。

　
　
（
代
表
監
査
委
員
）
新

生
上
田
市
が
ス
タ
ー
ト

し
た
平
成
17
年
度
の
経
常
収

支
比
率
は
85
％
だ
っ
た
が
、

平
成
21
年
度
は
91.7
％
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
一
般
財
源

収
入
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
っ
た

の
に
対
し
、
経
常
的
支
出
を

賄
う
た
め
に
用
い
ら
れ
た
額

が
、
少
子
高
齢
化
施
策
や
、

生
活
保
護
費
な
ど
の
増
加
等

問問答答

　
　

市
長
は
提
案
説
明
の
中

で
、
子
供
ア
ト
リ
エ
に

つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
市

長
の
思
い
を
聞
か
せ
て
ほ
し

い
。

　
　
（
市
長
）
子
供
ア
ト
リ

エ
や
美
術
研
究
所
と

い
っ
た
具
体
的
な
提
案
を
い

た
だ
い
た
。
こ
の
施
策
は
子

供
・
心
・
そ
し
て
未
来
へ
の

投
資
だ
と
考
え
る
。
交
流
・

文
化
施
設
に
魂
を
ふ
き
込
み
、

地
域
の
未
来
に
向
け
て
有
効

な
投
資
と
な
る
よ
う
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問問答答

必
要
な
箇
所
に

つ
い
て
可
能
な

限
り
の
対
応
を

こ
れ
か
ら
も
し

て
い
く
。
エ
ア

コ
ン
等
に
つ
い

て
は
、
設
置
費

用
や
環
境
負
荷

を
考
慮
し
て
慎

重
に
検
討
す
る
。

デイジー教科書　パソコンや大型テレビなどを活用し、通常の教科書の文章を音声で再生したり、対応する文章を色で強調するなどして、教
科書の内容を理解しやすくするもの。

保育園が「子どもアトリエ」に（東部保育園）
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清
水　

俊
治　
議
員

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
田
）

一
般
質
問

財
政
問
題
に
つ
い
て

上
下
水
道
局
長
の
９
人
に
よ

り
収
納
推
進
本
部
を
構
成
し

推
進
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
大
口
困
難
案
件
を
広
域

連
合
で
あ
る
回
収
機
構
へ
移

管
し
、
１
年
間
で
滞
納
処
分

の
完
了
を
目
指
す
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
。

　
　

21
年
度
の
経
常
収
支
比

率
が
上
昇
し
た
が
、
改

善
の
必
要
性
は
ど
う
か
。

　
　
（
財
政
部
長
）
生
活
保

護
費
や
自
立
支
援
給
付

費
等
が
伸
び
た
。
ま
た
、
他

会
計
等
へ
の
補
助
費
等
の
見

直
し
も
必
要
で
あ
り
公
債
費

の
平
準
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
企
業
会

計
へ
多
額
の
補
助
金
が

出
て
い
る
が
影
響
は
な
い
か
。

　
　
（
上
下
水
道
局
長
）
一

般
会
計
か
ら
の
補
助
金

は
１
億
２
０
０
０
万
円
と
前

年
度
に
比
べ
約
３
５
０
０
万

円
増
加
し
て
い
る
が
、
主
な

理
由
は
、
鉛
給
水
管
布
設
替

え
に
か
か
る
国
の
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
が
一
般
会
計
を
経
由
し

て
交
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問問答答問問答答

滞
在
型
観
光
の
あ
り
方

　
　

平
成
21
年
度
決
算
に
お

け
る
収
入
未
済
額
の
状

況
は
ど
う
か
。

　
　
（
財
政
部
長
）
市
税
と

国
保
税
で
38
億
２
０
０

０
万
円
と
大
き
な
額
で
あ
り
、

不
納
欠
損
額
も
両
税
合
わ
せ

て
３
億
２
０
０
０
万
円
で
あ

る
。

　
　

収
納
対
策
の
取
組
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
（
財
政
部
長
）
収
納
管

理
課
の
組
織
を
見
直
し
、

地
区
別
担
当
制
か
ら
機
能
分

担
制
を
導
入
し
効
率
化
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
副
市

長
を
本
部
長
と
し
、
各
部
局

長
、
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
長
、

問問答答問問答答

　
　

菅
平
の
将
来
の
都
市
間

競
争
に
備
え
た
観
光
施

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
（
真
田
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
長
）「
世
界
の
菅

平
高
原
を
目
指
し
て
の
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
つ
く
り
、
現
在

108
万
人
の
観
光
客
数
を
平
成

30
年
に
は
140
万
人
へ
、
観
光

消
費
額
で
45
億
円
を
55
億
円

に
す
る
。
国
内
で
は
北
海
道

の
北
見
、
網
走
、
美
幌
な
ど

に
お
い
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
や
プ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
、

環
境
整
備
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
上
田
市
も
研
究
を
し
て

い
く
。

問問答答

滝
沢　

清
茂　
議
員

（
公
明
党
）

一
般
質
問

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
・
三
才

山
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
の

問
題
に
つ
い
て

　
　
（
市
長
）
市
と
し
て
も
、

早
期
無
料
化
の
必
要
性

は
引
き
続
き
十
分
認
識
し
て

い
る
。
今
後
は
上
田
市
単
独

で
は
な
く
広
域
的
な
視
点
か

ら
も
早
期
無
料
化
は
必
要
で

あ
り
、
関
係
す
る
市
町
村
と

も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
機

を
と
ら
え
て
新
知
事
に
も
要

望
し
、
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　

平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
有
料

道
路
市
民
割
引
回
数
券

の
販
売
開
始
か
ら
１
年
が
経

過
し
た
。
実
績
を
分
析
し
て

の
課
題
は
何
か
。

　
　
（
都
市
建
設
部
長
）
休

日
に
お
け
る
販
売
窓
口

の
設
置
に
向
け
、
庁
内
で
調

整
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も

積
極
的
に
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
　

内
村
地
域
や
武
石
地
域

か
ら
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル

経
由
で
通
学
す
る
場
合
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、

１
カ
月
の
回
数
を
限
定
し
て

実
質
的
な
通
行
料
金
を
無
料

化
で
き
な
い
か
。

　
　
（
教
育
次
長
）
高
等
学

校
通
学
費
等
補
助
金
制

答答問問答答問問答答

度
は
、
現
在
２
年
目
を
迎
え

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
ば
ら

く
は
現
行
制
度
を
運
用
し
て

い
く
。

　
　

三
才
山
ト
ン
ネ
ル
有
料

道
路
は
、
当
初
平
成
17

年
度
を
償
還
期
限
と
し
て
い

た
が
、
現
在
は
平
成
33
年
ま

で
期
限
が
延
長
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
有

料
道
路
は
、
平
成
30
年
８
月

に
無
料
開
放
と
当
初
予
定
ど

お
り
と
な
っ
て
い
る
。
市
税

を
投
入
す
る
こ
と
な
く
無
料

化
を
推
進
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
市
長
が
阿
部
新
知

事
に
直
接
会
い
、
両
有
料
道

路
の
早
期
無
料
化
を
実
現
さ

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長

の
決
意
は
。

問問

環
境
配
慮
契
約
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

C
O
２
マ
イ
ナ
ス
６
％

を
達
成
す
る
に
は
、
国

内
で
の
排
出
量
を
9.3
％
削
減

す
る
必
要
が
あ
る
。
環
境
配

慮
契
約
に
基
づ
く
基
本
方
針

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
（
市
長
）
理
念
や
方
向

性
は
、
今
後
研
究
す
べ

き
課
題
の
一
つ
と
受
け
と
め

て
い
る
。
関
係
課
に
も
指
示

を
し
な
が
ら
、
他
市
の
情
報

を
収
集
し
、
さ
ら
な
る
研
究

を
し
て
い
く
。

問問答答
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児
玉　

将
男　
議
員

（
新
生
会
）

一
般
質
問

森
林
整
備
の
現
況
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て

里
山
整
備
事
業
を
実
施
し
た
。

今
年
度
も
20
地
区
で
150
㏊
の

事
業
を
予
定
し
て
い
る
。
松

く
い
虫
被
害
木
の
伐
採
に
つ

い
て
は
、
既
に
枯
損
木
と

な
っ
て
い
る
木
は
間
伐
対
象

外
の
た
め
、
被
害
木
す
べ
て

を
伐
採
す
る
こ
と
を
目
的
に

こ
の
事
業
を
活
用
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
上
田
地
域
、
丸

子
地
域
で
発
生
し
て
い
る
被

害
の
激
害
地
に
つ
い
て
は
既

に
一
部
で
実
施
し
て
い
る
伐

採
し
て
他
の
樹
種
に
植
え
か

え
る
「
樹
種
転
換
事
業
」
の

導
入
を
山
林
所
有
者
等
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。
松
く

い
虫
対
策
は
「
守
る
べ
き
松

林
」
を
指
定
し
重
点
的
伐
倒

燻
蒸
処
理
を
中
心
に
「
松
林

の
間
伐
」、「
薬
剤
の
樹
幹
注

入
」、「
地
上
薬
剤
散
布
」
等

を
積
極
的
に
進
め
る
。

内
容
と
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
（
政
策
企
画
局
長
）
こ

の
構
想
は
、
武
石
の
す

ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
生
か

し
練
馬
区
を
初
め
と
し
た
都

市
と
の
交
流
を
目
指
し
、
ま

た
、
歴
史
、
文
化
、
自
然
と

調
和
し
た
景
観
形
成
を
進
め
、

地
域
住
民
総
参
加
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
受
け

と
め
て
お
り
、
必
要
な
支
援

や
助
言
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
（
武
石
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
長
）
内
容
が
武
石

地
域
の
将
来
構
想
全
般
に
及

ぶ
こ
と
か
ら
、
地
域
協
議
会

代
表
５
名
、
自
治
会
代
表
４

名
の
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
た
。
武
石
地
域
を
具
体
的

に
一
体
的
な
公
園
の
よ
う
に

美
し
く
整
備
し
て
い
く
方
策

を
検
討
し
て
い
く
こ
の
事
業

に
つ
い
て
は
わ
が
ま
ち
魅
力

ア
ッ
プ
応
援
事
業
等
活
用
し

た
い
。

答答答答

　
　

森
林
税
を
活
用
し
た
事

業
の
実
施
状
況
と
松
く

い
虫
被
害
林
等
の
対
応
は
ど

う
か
。

　
　
（
農
林
部
長
）
森
林
税

を
活
用
し
た
事
業
と
し

て
「
み
ん
な
で
支
え
る
里
山

整
備
事
業
」
が
あ
る
。
こ
の

事
業
は
、
間
伐
に
か
か
る
補

助
対
象
経
費
の
九
割
を
県
が

補
助
し
上
田
市
が
残
り
一
割

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

所
有
者
が
費
用
負
担
を
す
る

こ
と
な
く
間
伐
整
備
が
で
き

る
事
業
で
あ
る
。
平
成
20
年

度
を
皮
切
り
に
21
年
度
ま
で

に
市
内
20
地
区
の
約
130
㏊
の

問問答答

地
域
協
議
会
と
地
域
の
振

興
策
に
つ
い
て

　
　

武
石
地
域
協
議
会
が
と

り
ま
と
め
た
武
石
地
域

全
域
公
園
化
構
想
に
つ
い
て

ど
う
評
価
す
る
か
。
計
画
の

問問

三
井　

和
哉　
議
員

（
上
田
新
風
会
）

一
般
質
問

地
球
温
暖
化
防
止
策
と
し

て
の
「
生
ご
み
堆
肥
化
施

設
」
の
必
要
性
と
、
施
設

建
設
が
進
ま
な
い
理
由

　
　
（
市
民
生
活
部
長
）	

臭

気
や
排
水
対
策
な
ど
は

技
術
も
進
歩
し
て
お
り
、
経

費
を
か
け
る
こ
と
で
解
決
で

き
る
。
事
業
を
進
め
て
い
く

中
で
市
民
に
施
設
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
な
が

ら
、
一
歩
一
歩
進
め
て
い
く
。

　
　

民
間
業
者
が
現
れ
る
の

を
待
っ
て
い
て
は
施
設

は
建
設
で
き
な
い
。
公
設
に

舵
を
切
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

　
　
（
市
民
生
活
部
長
）
長

期
的
か
つ
安
定
的
に
生

ご
み
を
堆
肥
化
し
て
資
源
化

す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
た

め
に
は
、
市
が
主
体
と
な
っ

て
事
業
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
公
設
民
営
を
軸
に

生
ご
み
堆
肥
化
施
設
を
整
備

し
た
い
。

答答問問答答

止
の
た
め
、
生
ご
み
堆
肥
化

施
設
は
有
益
で
あ
る
。
課
題

を
個
別
に
ク
リ
ア
し
、
生
ご

み
堆
肥
化
施
設
建
設
を
具
体

化
す
べ
き
だ
が
、
市
長
の
考

え
は
。

　
　
（
市
長
）
地
球
規
模
の

環
境
と
い
う
視
点
、
ま

た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
は
大

き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
堆
肥

化
事
業
の
推
進
は
、
上
田
市

の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

の
中
で
も
木
質
系
バ
イ
オ
マ

ス
の
利
活
用
と
と
も
に
、
柱

の
一
つ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

平
成
27
年
度
ま
で
に
生
ご
み

堆
肥
化
施
設
を
設
置
す
る
。

困
難
も
予
想
さ
れ
る
が
一
つ

一
つ
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
、

実
現
に
向
け
て
鋭
意
推
進
し

て
い
く
。

答答

　
　
「
堆
肥
を
作
っ
て
も
消

費
で
き
る
見
込
み
が
立

た
な
い
」
と
い
う
課
題
は
、

解
決
の
目
途
が
立
た
な
い
か
。

　
　
（
市
民
生
活
部
長
）
畜

糞
を
肥
料
化
す
る
手
法

や
販
売
に
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
Ｊ
Ａ
に
、
堆
肥
化
事

業
へ
の
協
力
を
申
し
入
れ
、

現
在
協
議
し
て
い
る
。

　
　
「
施
設
を
建
設
す
る
に

は
用
地
確
保
、
臭
気
・

排
水
対
策
な
ど
で
周
辺
住
民

の
理
解
を
得
る
の
が
大
変
で

あ
る
」
と
い
う
課
題
は
ク
リ

ア
で
き
な
い
か
。

問問答答問問

生ごみを堆肥化することで
温暖化防止と資源の循環を

　
　

生
ご
み
を
焼

却
し
な
い
こ

と
で
化
石
燃
料
か

ら
出
る
Ｃ
Ｏ
２
を

削
減
す
る
、
生
ご

み
を
堆
肥
に
す
る

こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
を

土
壌
に
固
定
化
す

る
、
こ
の
２
点
か

ら
地
球
温
暖
化
防

問問
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9月定例会　請願・陳情の審査結果
請　願

件　　名 提　出　者 審査結果

家電エコポイント制度の再延長並びに住
宅エコポイントの延長を求める請願

上田を元気にする会　代表	白鳥民男氏
（紹介議員　堀善三郎議員、池上喜美子議員）

採　択

21 世紀型の公共投資の推進による景気対
策を求める請願

上田市の未来を考える会　丸子代表	安川建治氏
（紹介議員　滝沢清茂議員、半田大介議員）

継続審査

上田市立文書館設置を求める請願

上田・東御・小県地域史連絡協議会
会長	宮本達郎氏ほか 18 人

（紹介議員　土屋陽一議員、堀善三郎議員、
渡辺正博議員、清水俊治議員、児玉将男議員、
安藤友博議員、西沢逸郎議員、深井武文議員）

採　択

未就職新卒者の支援策実施を求める請願
上田人づくり・ものづくりを支える会

代表	風間芳和氏
（紹介議員　半田大介議員、滝沢清茂議員）

趣旨採択

子ども・障がい者等の医療費窓口無料化
を求める請願

新日本婦人の会上田支部　代表	深町吉恵氏
（紹介議員　金井忠一議員、古市順子議員）

継続審査

陳　情
件　　名 提　出　者 審査結果

入札制度の改善を求める陳情 長野県板金工業組合上小支部　支部長	井出博夫氏 継続審査

保育制度改革に関する陳情
子どもたちに豊かな保育を !	上田連絡会

会長	渡邊暢子氏
採　択

日本軍「慰安婦」問題の 1日も早い法的
解決、謝罪と補償を求める陳情

新日本婦人の会上田支部　代表	深町吉恵氏 不採択

次回の 12 月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限は 11 月 30 日㈫の午後 3時までです。

議会トピックス
豪雨災害の現地調査を翌日行いました

　7 月、8 月と連続して、近年経験したことのな
い豪雨等の災害が上田市を襲い、多くの被害をも
たらしました。被災された皆様には心からお見舞
いを申し上げます。
　議会では最大の被害をもたらした豪雨の翌日 8
月 3 日に、正副議長と 4 常任委員長の計 6 名で、
被害を受けられた皆様へのお見舞いと被害状況を
把握するための現地調査を行いました。
　被災された方々からお聞きした、復旧作業に対
する支援要請などの切実な声は、即座に市の担当
部局に伝えるとともに、議会側からも市としての
対応を検討しました。
　温暖化が原因とされる異常気象による災害が頻
発していることから、今後も同様の災害が起こり
得るということを念頭に置き、災害の未然防止を
含めて議会としても対応してまいります。
　こうした中、8 月 28 日に武石総合グラウンド

を主会場として総合防災訓練が行われました。参
加機関として議会も毎年訓練に参加していますが、
7 月、8 月の災害を教訓にし、例年以上に真剣か
つ有意義な訓練となりました。



上田市指定文化財

上田
地域 ナンジャモンジャの木（天然記念物）

　名前のわからない珍しい大木が、太郎山の西方に連なる虚
こ

空
く

蔵
ぞう

山
さん

（標
高約 1000m）の頂上付近にあり、この地方では「ナンジャモンジャ
の木」と呼ばれ親しまれてきました。7 月初旬、マメやフジの花に似
たきれいな花が咲きます。大正 13 年、京都大学の故小泉源一郎先生
によってこの木が「マメ科のフジキ」であることがわかりました。し
かし、今でも地元の皆さんは「ナンジャモンジャの木」と呼んでいます。
塩尻小学校にある「ナンジャモンジャの木」は、親木の種子から育っ
たものです。この木は「ヤマエンジュ」とも言い、長野県の南部に多
い植物です。

丸子
地域 岩谷堂岩窟古墳（古墳）

　宝蔵寺の岩谷堂と呼ばれる岩壁に、風雨などの浸
食でできた洞窟があります。昭和 4 年、人骨や鉄剣、
銅鏡などの金属製品、土器類など古墳からの出土品
と同様の遺物が発見されたことから「岩窟古墳」と
呼ばれてきました。また、この洞窟は遺体を埋めな
いで置いておく「曝

ばく

葬
そう

」が行われた場所とも考えら
れ、出土の遺物から 6 ～ 7 世紀の古墳時代後期の
ものと推定されます。洞窟から出土した遺物は、丸
子郷土博物館に常設展示されており、古墳時代をし
のばせる貴重な文化遺産となっています。
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今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛

暑
と
な
り
、
加
え
て
、
市
内

各
所
が
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
降
雹

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
委
員

一
同
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
の
一
般
質
問

は
、
災
害
復
旧
や
今
後
の
対

策
な
ど
、
市
の
施
策
を
質
す

も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
が
特

徴
的
で
し
た
。
ま
た
、
市
が

見
舞
金
の
支
給
や
職
員
の
災

害
現
場
へ
の
派
遣
な
ど
、
迅

速
に
対
応
し
た
こ
と
へ
の
評

価
の
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

行
政
と
議
会
と
の
連
携
強
化

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
我
々
委
員
一
同
、

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
だ
け

で
な
く
、
他
の
先
進
自
治
体

の
視
察
な
ど
も
積
極
的
に
行

い
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
、

市
議
会
が
一
層
市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
に

な
る
よ
う
、
今
後
も
研
鑽
を

重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
（
池
田
総
一
郎
）

～こんなご感想をいただきました～
●今回初めて傍聴に参加し、市

の実情、内容が、具体的な質
問、応答によりよく理解でき
ました。もっと大勢の市民が
傍聴に参加すれば上田市のこ
とが理解できると思います。

～お気軽に傍聴にお越しください。
傍聴手続きは簡単です～

・本庁舎5階の議会事務局で傍聴券を受け取る
だけで手続きは終わりです。ご住所やお名前を
書いていただく必要はありません。本会議場へ
の出入りも自由に行うことができます。

傍聴者
の声

塩尻小学校のナンジャモンジャの木


